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奈
良
時
代
の
仏
教
は
、
朝
廷
や
貴
族
あ
る
い
は
地
方
豪
族
の
営
む
官
寺
・
氏
寺
を
中
心
に
、
鎮
護
国
家
の
た
め
の
仏
教
と
し
て
発
展
し
た
と
考

え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
多
く
も
、
そ
の
本
筋
に
そ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
僧
尼
が
自
己
の
修
行
の
た
め
に
、
本
寺
と
は
別
に

人
里
は
な
れ
た
静
寂
な
山
林
に
営
ま
れ
た
寺
院
に
住
し
、
密
教
的
な
山
林
修
行
に
打
ち
込
む
こ
と
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
古
代
仏
教
全
体
の
中
で
、

（
１
）

（
２
）

そ
の
こ
と
の
重
要
性
を
早
く
に
指
摘
し
た
の
は
古
江
亮
仁
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
問
題
を
一
歩
進
め
た
薗
田
香
融
は
、
山
林
修
行
者
と
い
う
特

別
の
僧
侶
で
は
な
く
、
神
叡
や
道
滋
の
よ
う
な
奈
良
仏
教
を
代
表
す
る
学
匠
が
、
「
求
聞
持
法
」
と
い
う
密
教
的
な
山
林
修
行
の
作
法
に
基
づ
き
、

一
方
で
は
本
寺
に
属
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
自
己
の
修
行
の
た
め
に
「
山
房
」
「
別
所
」
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
古
代
仏
教
が

官
寺
や
宮
廷
だ
け
で
完
結
し
た
の
で
は
な
く
、
多
く
の
場
合
、
僧
尼
の
如
法
修
行
に
は
、
必
然
的
に
山
林
修
行
が
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
付
随

僧
尼
の
規
範
を
定
め
た
僧
尼
令
や
時
々
の
法
令
で
は
、
僧
尼
の
山
林
修
行
は
政
府
の
統
制
下
に
お
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
官
許
を
経
て

真
蟄
な
態
度
で
の
ぞ
む
山
林
で
の
精
神
練
行
の
僧
尼
の
行
動
は
、
国
家
の
目
指
し
た
仏
教
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
密
教
的

な
山
林
修
行
に
よ
っ
て
呪
力
を
得
た
僧
尼
は
、
そ
の
呪
力
に
よ
っ
て
湯
薬
を
施
し
て
病
を
癒
し
、
風
雨
順
序
・
五
穀
豊
穣
・
兆
民
快
楽
な
ど
を
祈

し
て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
。

国
分
寺
と
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院

｜
・
は
じ
め
に

国
分
寺
と
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院
（
須
田
）

須
田
勉
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し
か
し
、
実
際
に
は
、
僧
尼
の
修
学
と
精
進
練
行
と
を
媒
介
と
し
て
機
能
分
化
し
た
本
寺
と
山
林
寺
院
と
の
関
係
を
考
古
学
的
に
検
証
す
る
こ

と
は
、
文
字
資
料
が
残
さ
れ
な
い
限
り
、
か
な
り
困
難
な
作
業
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
、
古
江
や
薗
田
な
ど
に
よ
っ
て

（
７
）

早
く
か
ら
山
林
修
行
の
も
つ
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
考
古
学
的
な
検
討
が
遅
れ
た
最
大
の
原
因
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
山
林
寺
院
が
本
寺
に
付
随
し
た
自
己
修
業
の
た
め
の
不
可
欠
な
禅
行
の
場
で
あ
り
、
両
寺
が
相
互
補
完
的
な
機
能
を
も
つ
の
で
あ
れ

ば
、
現
象
面
に
あ
ら
わ
れ
た
い
く
つ
か
の
条
件
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
絞
り
込
む
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
条
件
を
示
す
と
、

（
１
）
八
世
紀
中
葉
以
降
に
新
た
に
成
立
し
た
寺
で
、
国
分
寺
瓦
窯
か
ら
一
括
し
て
供
給
さ
れ
た
同
萢
瓦
を
出
土
す
る
と
こ
ろ
。

願
す
る
た
め
、
宮
廷
や
官
寺
に
好
ん
で
招
か
れ
た
の
で
あ
る
。
陀
羅
尼
を
暗
調
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
政
治
的
手
腕
一
つ
で
、
僧
網
の
高
官
に

（
３
）

任
官
す
る
こ
と
も
で
き
た
し
、
道
鏡
の
よ
う
に
宮
廷
に
出
仕
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

薗
田
は
、
本
寺
と
山
林
寺
院
の
具
体
例
と
し
て
、
大
和
元
興
寺
・
大
安
寺
と
吉
野
比
蘇
寺
、
法
隆
寺
と
福
貴
寺
、
広
隆
寺
と
法
輪
寺
な
ど
を
あ

げ
、
上
原
真
人
は
、
最
古
の
官
営
山
林
寺
院
で
あ
る
志
賀
山
寺
（
崇
福
寺
）
と
大
津
宮
に
隣
接
す
る
南
滋
賀
廃
寺
と
の
関
係
も
、
両
寺
が
ほ
ぼ
同

（
４
）

時
期
に
、
近
似
し
た
仏
地
形
式
で
造
営
さ
れ
た
事
実
か
ら
、
同
じ
視
点
で
評
価
で
き
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
大
和
興
福
寺
の
法
相
学

（
５
）

派
で
あ
る
賢
環
・
修
円
に
よ
る
室
生
山
寺
の
形
成
も
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。

佐
久
間
竜
が
指
摘
す
る
よ
う
に
沙
弥
・
沙
弥
尼
か
ら
比
丘
・
比
丘
尼
に
い
た
る
ま
で
の
道
筋
に
、
沙
弥
行
と
も
い
う
べ
き
山
林
修
行
が
不
可
欠

（
６
）

の
要
件
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
中
央
の
官
大
寺
と
密
教
的
な
山
林
寺
院
と
の
関
連
の
図
式
は
、
八
世
紀
後
半
に
国
大
寺
と
し
て
成
立
し
た
国
分
寺

に
お
い
て
も
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
国
分
寺
に
付
随
す
る
山
林
寺
院
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
ま
た
ど
の
よ
う

な
構
造
で
い
つ
頃
造
営
さ
れ
た
の
か
。
さ
ら
に
、
国
分
寺
の
山
林
寺
院
は
、
民
間
修
行
僧
の
活
動
の
場
で
あ
る
山
林
寺
院
や
村
落
寺
院
と
ど
の
よ

う
に
関
っ
て
い
た
の
か
を
考
古
学
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

二
．
国
分
寺
と
山
林
寺
院
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（
１
）
に
つ
い
て
は
、
国
分
寺
の
僧
尼
に
不
可
欠
な
禅
行
の
場
で
あ
り
、
付
随
す
る
山
林
寺
院
が
公
的
に
営
ま
れ
た
施
設
で
あ
る
な
ら
、
本
寺
の

造
営
計
画
と
一
体
化
し
て
造
営
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
２
）
は
、
上
原
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
山
林
仏
教
の
拠
点
と
い
わ
れ
る
山
林
寺
院
は
、
必
ず
し
も
自
然
立
地
で
規
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

山
林
寺
院
を
規
定
す
る
最
大
の
条
件
は
、
僧
尼
の
禅
行
に
ふ
さ
わ
し
い
人
文
上
の
環
境
で
あ
り
、
僧
尼
令
の
い
う
「
不
交
於
俗
」
、
す
な
わ
ち

《
８
）

俗
地
と
の
隔
絶
性
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
本
寺
で
あ
る
国
分
寺
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
「
則
不
欲
薫
臭
所
及
。
遠
人
則
不
欲
労
衆
帰
集
。
」
と

（
９
）

い
う
選
地
に
関
す
る
条
件
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
国
分
僧
尼
寺
の
根
本
経
典
で
あ
る
「
金
光
明
最
勝
王
経
」
「
法
華
経
」
に
は
、
少
な
か
ら
ず
陀
羅
尼
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
特
に
前

者
の
経
典
に
は
、
ほ
と
ん
ど
全
巻
を
通
じ
て
陀
羅
尼
の
功
徳
が
の
べ
ら
れ
、
そ
れ
を
飛
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
切
の
悪
難
か
ら
逃
れ
、
隔
利

を
受
け
る
と
い
う
鎮
護
国
家
的
な
密
教
的
現
世
利
益
が
説
か
れ
て
い
る
。
藤
原
広
嗣
の
乱
を
直
接
的
な
背
景
と
し
て
発
布
さ
れ
た
国
分
寺
創
建

の
詔
の
中
で
、
新
た
に
「
金
光
明
最
勝
王
経
」
が
加
え
ら
れ
、
僧
寺
の
寺
名
が
「
金
光
明
四
天
王
護
之
寺
」
と
定
め
ら
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

「
金
光
明
最
勝
王
経
」
を
読
調
す
る
に
あ
た
っ
て
選
ぶ
べ
き
場
所
は
、
同
経
巻
八
の
大
吉
祥
天
女
増
長
財
部
品
第
十
七
に
「
空
間
阿
蘭
若
処
」
、

巻
七
の
大
弁
才
天
女
品
第
十
五
之
一
に
「
寂
静
蘭
若
処
」
と
あ
り
、
寂
静
な
阿
蘭
若
処
、
す
な
わ
ち
、
日
常
の
生
活
圏
か
ら
離
れ
た
香
り
た
だ

（
叩
）

よ
う
寂
静
な
場
所
で
行
う
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
３
）
は
、
国
分
寺
僧
の
定
員
が
僧
寺
二
○
人
、
尼
寺
が
一
○
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
さ
ほ
ど
大
き
な
規
模
で
は
な
く
、
屋
蓋
構
造

も
総
瓦
葺
・
蔑
葺
な
ど
の
正
堂
の
ほ
か
、
僧
坊
・
倉
・
厨
・
湯
屋
な
ど
の
若
干
の
付
属
施
設
で
構
成
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
正
堂
が
瓦
葺
以

外
の
屋
蓋
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
は
、
墨
書
土
器
な
ど
の
文
字
資
料
が
出
土
し
な
い
限
り
、
特
定
す
る
こ
と
は
難

（
２
）
国
分
寺
と
一
定
の
距
離
を
も
ち
、
僧
尼
の
禅
行
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
に
あ
る
こ
と
。

（
３
）
密
教
に
関
連
し
た
建
築
描
成
や
構
造
を
も
ち
、
さ
ら
に
そ
れ
と
関
連
し
た
仏
具
・
僧
具
な
ど
を
出
土
す
る
と
こ
ろ
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

国
分
寺
と
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院
（
斌
田
）
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し
い
。
仏
供
養
具
に
は
、
密
教
的
修
法
に
必
要
な
香
炉
・
香
合
・
閼
伽
具
・
花
瓶
・
灯
明
具
・
瓦
鉢
な
ど
の
ほ
か
瓦
塔
な
ど
も
含
ま
れ
る
よ
う
。

薗
田
香
融
が
明
ら
か
に
し
た
比
蘇
山
寺
で
の
「
虚
空
蔵
求
聞
持
法
」
に
よ
る
山
林
修
行
に
必
要
な
供
養
具
は
、
塗
香
・
諸
花
・
焼
香
・
飲
食
・

灯
明
の
五
種
の
供
具
で
あ
る
。
以
上
、
い
く
つ
か
の
条
件
を
定
め
、
国
分
寺
に
付
随
し
た
山
林
寺
院
の
候
補
を
あ
げ
る
と
。

（
ａ
）
出
雲
国
分
寺
ｌ
中
竹
谷
遺
跡
、
（
ｂ
）
美
作
国
分
寺
ｌ
大
田
茶
屋
遺
跡
、
（
ｃ
）
遠
江
国
分
寺
ｌ
岩
室
廃
寺
、
（
ｄ
）
上
総
国
分
寺
ｌ

（
１
）
小
食
土
廃
寺
．
（
２
）
千
草
山
廃
寺
。
（
３
）
真
里
谷
廃
寺
、
（
ｅ
）
下
総
国
分
寺
Ｉ
（
１
）
大
塚
前
廃
寺
。
（
２
）
流
山
廃
寺
．
（
３
）
船
戸

遺
跡
、
（
ｆ
）
常
陸
国
分
寺
ｌ
高
倉
廃
寺
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
Ⅲ
）

（
ａ
）
中
竹
谷
遺
跡
は
、
出
雲
国
分
寺
の
西
約
二
○
○
ｍ
に
舌
状
に
張
り
出
し
た
、
標
高
約
二
七
ｍ
の
丘
陵
上
に
位
置
し
、
意
宇
川
下
流
域
の

平
野
や
国
庁
も
み
わ
た
せ
る
景
勝
の
地
に
あ
る
。
馬
背
状
の
丘
陵
を
削
り
出
し
た
平
坦
地
に
、
奈
良
時
代
後
半
期
の
三
×
二
間
の
建
替
え
の
認
め

ら
れ
る
掘
建
柱
建
物
が
あ
る
（
図
ｌ
）
。
建
物
周
辺
の
溝
状
遺
構
か
ら
は
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
頭
の
土
師
器
・
須
恵
器
が
投
棄
さ
れ
た

状
態
で
出
土
し
た
。
土
師
器
に
は
灯
明
具
が
あ
る
。
丘
陵
北
斜
面
お
よ
び
斜
面
下
の
池
か
ら
は
、
土
師
器
・
須
恵
器
の
ほ
か
、
国
分
尼
寺
と
同
萢

の
鐙
瓦
・
宇
瓦
・
鬼
瓦
を
出
土
し
（
図
２
）
、
位
置
関
係
か
ら
丘
陵
上
の
掘
建
柱
建
物
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
掘
立
柱
建

物
は
蓋
棟
の
建
物
に
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
ｂ
）
大
田
茶
屋
遺
跡
は
、
吉
井
川
の
支
流
で
あ
る
宮
川
に
よ
っ
て
開
析
さ
れ
た
盆
地
に
張
り
出
し
た
標
高
約
一
二
五
ｍ
の
丘
陵
端
の
景
勝
の

へ
胆
）

地
に
あ
る
。
眼
下
に
み
る
沖
積
地
の
北
に
は
式
内
社
で
あ
る
中
山
神
社
（
美
作
一
宮
）
、
南
に
美
作
国
府
を
望
み
、
南
東
約
六
帥
に
国
分
寺
が
あ

る
。
掘
建
柱
建
物
一
七
棟
の
ほ
か
、
掘
立
柱
塀
、
土
塘
、
溝
、
河
道
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
、
ほ
ぼ
遺
跡
の
全
貌
が
確
認
さ
れ
た
（
図
３
）
。

中
心
建
物
は
、
三
×
二
間
の
側
柱
の
み
の
建
物
（
記
号
）
の
東
西
と
前
面
に
目
隠
塀
風
の
掘
立
柱
塀
を
備
え
た
建
物
と
、
四
×
二
間
の
身
舎
の
み

の
建
物
の
西
側
と
北
側
に
土
庇
風
の
庇
を
も
っ
た
建
物
（
囲
号
）
と
の
二
棟
の
異
な
る
構
造
の
建
物
が
二
時
期
重
複
し
て
存
在
す
る
。
両
建
物
が

本
遺
跡
の
正
堂
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
南
面
の
東
西
に
南
北
棟
の
二
棟
の
総
柱
構
造
の
倉
が
計
画
的
に
配
置
さ
れ
（
塀
・
卵
号
）
、

寺
の
中
枢
部
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
倉
は
そ
れ
ぞ
れ
の
正
堂
に
伴
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
位
置
的
に
正
堂
と
密
接
に
関
っ
た
高
床
構
造
の
倉
な
の

四
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（
岬
）

実
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

で
、
密
教
的
修
法
に
必
要
な
法
具
な
ど
を
収
納
し
た
施
設
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
五
×
二
間
の
大
型
建
物
二
棟
と
、
多
数
の
小
規
模
建
物
で
構

成
さ
れ
て
い
た
。
五
×
二
間
の
建
物
を
僧
坊
、
そ
れ
以
下
の
小
規
模
の
建
物
を
寺
の
運
営
に
関
る
施
設
と
想
定
す
る
と
、
正
堂
・
倉
・
僧
坊
・

厨
・
湯
屋
な
ど
の
建
物
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
関
東
の
農
村
社
会
に
展
開
し
た
村
落
寺
院
と
共
通
し
た
構
成
要

素
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
上
総
国
分
寺
と
関
連
性
の
高
い
新
林
廃
寺
と
の
共
通
性
は
注
目
さ
れ
る
。
大
田
茶
屋
遺
跡
が
山
林
修
行
を
目
的

と
し
た
美
作
国
分
寺
に
付
随
す
る
山
林
寺
院
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。

出
土
遺
物
は
、
い
ず
れ
も
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
期
の
も
の
で
、
瓦
鉢
、
多
量
の
灯
明
皿
、
瓦
塔
な
ど
の
仏
具
類
の
ほ
か
、
美
作
国
分

寺
と
同
箔
の
鐙
瓦
・
宇
瓦
が
あ
る
（
図
３
）
。
軒
先
瓦
は
、
箔
キ
ズ
の
進
行
状
態
か
ら
、
い
ず
れ
も
創
建
期
で
も
最
終
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

国
分
寺
の
造
営
計
画
の
一
環
と
し
て
国
分
寺
瓦
窯
か
ら
一
括
供
給
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
瓦
の
出
土
量
や
正
堂
が
掘
立
柱
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

三
×
二
間
の
正
堂
は
蕊
棟
建
物
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
東
約
一
○
○
ｍ
に
あ
る
旧
河
道
跡
か
ら
は
、
八
世
紀
後
半
の
多
量
の
須
恵

器
と
と
も
に
土
馬
が
検
出
さ
れ
、
周
囲
の
景
観
か
ら
寺
院
内
で
の
宗
教
活
動
が
神
祇
的
な
祓
い
と
も
関
連
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
点
も

村
落
寺
院
の
周
辺
か
ら
出
土
す
る
遺
物
と
も
共
通
し
、
注
目
さ
れ
る
。

（
ｃ
）
岩
室
廃
寺
は
、
遠
江
国
分
寺
の
北
約
一
八
ｍ
、
太
田
川
の
支
流
で
あ
る
敷
地
川
に
面
し
た
標
高
約
一
九
○
ｍ
前
後
の
比
較
的
平
坦
地
に

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
岩
室
廃
寺
は
、
出
土
瓦
が
土
器
と
供
伴
し
た
大
楽
地
瓦
窯
の
製
品
と
一
致
す
る
こ
と
や
、
観
音
堂
に
残
る
平
安
後
期
の
大
日

（
蝿
）

如
来
な
ど
か
ら
、
一
○
世
紀
後
半
以
降
の
山
林
仏
教
の
拠
点
と
し
て
発
達
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
一
九
八
七
年
の
発
掘
調
査
で
、
八
世
紀
後

（
Ｍ
）

半
か
ら
九
世
紀
初
頭
の
須
恵
器
や
、
遠
江
国
分
寺
出
土
の
男
・
女
瓦
と
焼
成
・
製
作
技
法
を
同
じ
く
す
る
瓦
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
創
草

（
喝
）

が
八
世
紀
後
半
期
ま
で
遡
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
方
、
古
く
に
岩
室
廃
寺
よ
り
採
集
さ
れ
た
遠
江
国
分
寺
Ｅ
型
式
宇
瓦
と
同
萢
の
Ｓ
字

（
脇
）

文
宇
瓦
が
知
ら
れ
て
お
り
、
一
九
八
七
年
の
調
査
成
果
と
合
わ
せ
、
創
草
期
の
岩
室
廃
寺
の
瓦
が
、
国
分
寺
瓦
窯
か
ら
供
給
を
受
け
た
こ
と
が
確

遠
江
国
内
で
の
国
分
寺
瓦
の
出
土
地
は
、
官
衙
推
定
地
を
除
き
、
白
鳳
期
に
創
建
さ
れ
た
鎌
田
廃
寺
・
大
宝
院
廃
寺
な
ど
に
限
ら
れ
る
こ
と
が

八



（
旧
）

知
ら
れ
て
い
る
。
創
建
期
の
岩
室
廃
寺
の
正
確
な
位
置
や
構
造
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
分
寺
の
創
建
期
終
末
段
階
の
瓦
が
一
括
し
て
国
分
寺

瓦
窯
か
ら
供
給
さ
れ
た
こ
と
、
岩
室
の
地
が
山
林
仏
教
の
拠
点
と
し
て
人
文
的
・
地
理
的
環
境
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
草
創
の
当
初

は
遠
江
国
分
寺
の
山
林
寺
院
と
し
て
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
後
、
平
安
仏
教
の
盛
隆
と
と
も
に
次
第
に
整
備
さ
れ
、
大
規
模
な
山
岳
寺

（
旧
）

院
と
し
て
発
展
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
ｄ
ｌ
ｌ
）
小
食
土
廃
寺
は
、
上
総
国
分
寺
の
北
東
約
一
二
ｍ
の
村
田
川
・
鹿
島
川
・
南
白
亀
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
分
水
界
に
位
置
し
、

（
鋤
）

標
高
約
九
○
ｍ
の
東
に
太
平
洋
を
望
む
景
勝
地
に
あ
る
。
北
に
小
さ
く
舌
状
に
張
り
出
し
た
丘
陵
の
中
央
に
、
東
西
一
五
・
三
ｍ
、
南
北
一
二
・

三
ｍ
の
木
板
化
粧
の
掘
り
込
み
基
壇
と
、
そ
の
東
の
近
隣
地
に
瞳
竿
支
柱
を
置
き
、
周
囲
は
東
西
約
五
○
ｍ
、
南
北
約
四
一
ｍ
の
溝
で
区
画
さ
れ

て
い
る
（
図
４
）
。
区
画
溝
の
外
側
の
北
と
東
に
掘
立
柱
建
物
、
西
に
堅
穴
住
居
の
付
属
施
設
を
置
き
、
区
画
内
は
聖
地
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
た

よ
う
だ
。
仏
堂
の
真
北
に
あ
る
桁
行
四
間
以
上
、
梁
行
二
間
の
建
物
が
僧
坊
、
規
模
の
小
さ
い
東
建
物
が
厨
や
湯
屋
関
係
、
竪
穴
住
居
が
寺
奴
蝉

な
ど
の
居
住
施
設
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
竪
穴
住
居
か
ら
は
瓦
鉢
、
「
富
、
」
そ
の
他
の
墨
書
土
器
、
北
建
物
付
近
か
ら
灯
明
具
が
出
土
し

基
壇
建
物
周
辺
で
出
土
し
た
軒
先
瓦
に
は
、
鐙
瓦
二
種
と
宇
瓦
三
種
と
が
あ
り
、
上
総
国
分
寺
創
建
瓦
と
同
施
品
、
上
総
国
分
寺
の
瓦
を
瓦
萢

と
し
た
踏
み
返
し
品
、
さ
ら
に
本
廃
寺
の
独
特
の
文
様
を
も
つ
軒
先
瓦
に
分
類
で
き
る
（
図
４
）
。
い
ず
れ
も
、
西
約
一
・
二
ｍ
に
あ
る
国
分
寺

（
郡
）

瓦
窯
を
含
む
南
河
原
坂
窯
跡
群
で
焼
成
さ
れ
た
。
中
心
建
物
に
葺
か
れ
た
瓦
に
は
、
隅
切
瓦
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
五
×
四
間
の
総
瓦
葺
き

（
塊
）
（
蝿
）

二
面
庇
建
物
に
復
元
さ
れ
る
。
上
総
国
分
僧
寺
の
山
林
寺
院
と
想
定
さ
れ
る
。

（
ｄ
ｌ
２
）
千
草
山
廃
寺
は
、
上
総
国
分
寺
尼
寺
の
西
約
六
○
○
ｍ
、
二
つ
の
支
谷
を
隔
て
た
舌
状
丘
陵
の
中
央
に
、
東
西
約
一
○
ｍ
、
南
北

（
訓
）
（
濁
）

約
七
ｍ
の
基
壇
と
礎
石
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
の
調
査
で
、
二
重
の
区
画
溝
で
囲
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
ま
っ
た
（
図
５
）
。
軒
先
瓦
は
い
ず

れ
も
上
総
国
分
寺
の
創
建
瓦
と
同
萢
で
、
男
・
女
瓦
を
含
め
国
分
寺
瓦
窯
か
ら
一
括
供
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
図
５
）
。
そ
の
他
「
寺
」
「
得
」

の
墨
書
・
線
刻
土
器
、
灯
明
具
な
ど
が
あ
る
。
位
置
関
係
か
ら
上
総
国
分
尼
寺
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。

た
0

国
分
寺
と
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院
（
須
田
）
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可
能
性
は
少
な
い
。

（
ｅ
ｌ
ｌ
）
大
塚
前
廃
寺
は
下
総
国
分
寺
の
西
約
二
○
畑
印
旛
沼
と
手
賀
沼
と
の
中
間
の
分
水
界
に
あ
り
、
手
賀
沼
に
続
く
小
支
谷
に
わ
ず

（
鋤
）

か
に
張
り
出
し
た
標
高
約
二
五
ｍ
の
丘
陵
中
央
部
に
位
置
す
る
。
三
×
三
間
の
身
舎
に
庇
を
も
つ
仏
堂
と
二
×
二
間
の
倉
お
よ
び
横
長
の
竪
穴
住

居
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
（
図
７
）
。
仏
堂
は
正
方
形
に
近
い
床
張
構
造
で
、
階
・
唐
様
式
の
土
間
に
須
弥
壇
を
も
つ
金
堂
形
式
と
は
異
な

（
卯
）

る
。
横
長
の
竪
穴
住
居
の
構
造
は
、
千
葉
県
永
吉
台
遺
跡
に
類
例
が
あ
り
、
仏
堂
と
組
み
合
う
僧
坊
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
北
に
掘
削
さ
れ
た

幅
一
・
五
ｍ
の
道
が
あ
り
、
寺
は
道
路
に
面
し
て
い
た
。

出
土
し
た
瓦
は
下
総
国
分
寺
の
創
建
期
と
同
施
関
係
に
あ
る
が
、
時
期
的
に
は
後
半
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
瓦
群
で
あ
る
（
図
７
）
。
多
量
に

出
土
し
た
へ
ラ
書
き
「
埴
」
の
文
字
瓦
は
下
総
国
分
寺
か
ら
も
出
土
し
、
国
分
寺
瓦
窯
か
ら
一
括
供
給
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
瓦
の

（
帥
）

量
は
仏
堂
規
模
と
比
べ
る
と
少
な
く
、
熨
斗
瓦
が
多
い
こ
と
か
ら
蓋
棟
建
物
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。
補
修
瓦
は
な
く
、
長
期
に
わ
た
り
存
続
し
た

（
ｅ
ｌ
２
）
流
山
廃
寺
は
、
下
総
国
分
寺
の
北
約
ご
雨
、
江
戸
川
を
望
む
標
高
約
二
○
ｍ
の
舌
状
台
地
の
先
端
部
に
あ
る
。
辺
長
約
三
○
ｍ

（
鉈
）

の
方
形
の
土
壇
状
の
高
ま
り
が
あ
り
、
北
東
隅
付
近
に
瓦
の
密
集
地
点
か
あ
っ
た
と
い
う
。
地
形
上
の
制
約
か
ら
大
規
模
な
建
物
群
を
想
定
す
る

こ
と
は
困
難
で
、
瓦
葺
建
物
は
一
堂
の
み
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
採
集
さ
れ
た
瓦
は
下
総
国
分
寺
の
創
建
期
と
同
萢
で
、
国
分
寺
瓦
窯
か
ら

（
郷
）

一
括
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
国
分
寺
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
っ
た
仏
教
施
設
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（
図
６
１
２
）
。

（
ｅ
ｌ
３
）
船
戸
遺
跡
は
、
下
総
国
分
寺
の
北
東
約
一
六
町
南
に
手
賀
沼
に
面
し
た
標
高
約
二
○
ｍ
の
台
地
端
部
に
あ
る
。
一
九
六
一
年
の

し
た
と
想
定
さ
れ
る
。

（
ｄ
ｌ
３
）
真
里
谷
廃
寺
は
、
上
総
国
分
寺
の
南
約
一
四
皿
東
に
山
を
背
負
い
南
西
に
開
け
た
標
高
約
八
○
ｍ
の
丘
陵
中
央
部
に
あ
る
。
一

（
猫
）

九
三
四
年
に
畑
の
隅
に
積
ま
れ
た
瓦
塚
の
調
査
が
行
わ
れ
た
の
み
で
、
遺
構
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
二
重
圏
文
鐙
瓦
と
蕨
手
状
に
退
化
し

た
均
正
唐
草
文
と
の
組
み
合
わ
せ
と
、
二
種
の
博
が
あ
る
（
図
６
１
１
）
。
国
分
寺
か
ら
出
土
す
る
宇
瓦
に
は
追
刻
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
真
里

（
”
）
（
鮒
）

谷
廃
寺
が
先
行
し
た
。
重
圏
文
鐙
瓦
は
、
九
世
紀
前
半
頃
の
国
分
僧
寺
の
専
属
瓦
窯
で
あ
る
南
田
瓦
窯
か
ら
も
出
土
し
、
僧
寺
と
の
関
連
で
成
立

一
一
一



勺

一

９

６

羅
郷

一
や
Ｐ
Ｆ
ｆ
Ｐ
ｆ
ｇ
ヴ

ー
〆
レ
レ
ー
ソ
Ｐ

』

〆

‐

．

ヴ

一

行
『
０
〆

１
１
０
０

《
鐘
繍
臘
唾

一
睡
一

、
夕

国
分
寺
と
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院
（
須
田
）

駐遜亜

５

画
口
」

『

l 真里谷廃寺

一二1＝--

称
一
一
一
一

2 流山廃寺 3船戸廃寺

流山廃寺・船戸廃寺出土軒先瓦真里谷廃寺。図6



｡;禧迩
竪穴住居

、
②

② O e

9

西巳

東源

<＝二=ご＝＝ミニ≦

大塚前廃寺（300分のl )

ノア々画香宮司写へ.
〆.一一句一一． 、乏し

～ q

f毒誘識

潮

鏡
一

四

図7 大塚前廃寺と出土軒先瓦



~
_･守一

、7

〆
L

T
さ・

噂 、二国
分
寺
と
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院
（
須
田
）

β

ｌ

▽

讃

(マイ
3

’
■
■
』
ク
■
ケ

一一

、

一一一一

更三
7

職､
；’

:"
(､灘電'〆ノ

h ‘、β1
、･弓も. J ．

－

一

H

ｍ

Ｑ
Ｕ
恥

咽
三

《
》
１
．

図8 高倉廃寺出土遺物



調
査
で
、
東
西
約
七
ｍ
、
南
北
約
一
○
ｍ
の
範
囲
で
瓦
が
集
中
し
て
検
出
さ
れ
た
が
、
基
壇
積
土
や
礎
石
お
よ
び
根
固
め
痕
跡
な
ど
は
確
認
さ
れ

（
洲
）

な
か
っ
た
。
軒
先
瓦
は
、
鐙
瓦
三
種
の
う
ち
二
種
が
、
宇
瓦
で
二
種
の
う
ち
一
種
が
下
総
国
分
寺
と
同
萢
関
係
に
あ
り
、
焼
成
・
製
作
技
法
上
の

（
鯛
）

特
徴
も
一
致
す
る
（
図
６
１
３
）
。
下
総
国
分
寺
で
の
同
系
統
の
軒
先
瓦
は
、
鐙
瓦
で
六
種
、
宇
瓦
で
三
種
が
出
土
し
、
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀

前
半
頃
の
修
復
期
の
瓦
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
瓦
窯
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
国
分
寺
瓦
窯
か
ら
供
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
ｆ
）
高
倉
廃
寺
は
、
南
に
恋
瀬
川
を
望
む
丘
陵
の
中
腹
に
形
成
さ
れ
た
、
標
高
約
六
ｍ
の
狭
い
平
坦
面
に
位
置
し
、
北
に
龍
神
山
、
西
に
筑

波
山
、
東
約
四
・
五
ｍ
に
常
陸
国
分
寺
を
望
む
景
勝
の
地
に
あ
る
。
付
近
一
帯
は
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
で
削
平
さ
れ
、
寺
跡
の
痕
跡
は
未
確
認
で
あ

（
妬
）

る
が
、
採
集
さ
れ
た
瓦
の
量
や
地
形
か
ら
判
断
す
る
と
、
瓦
葺
建
物
は
一
堂
の
み
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
採
集
さ
れ
た
遺
物
に
は
、
須
恵

器
・
土
師
器
の
ほ
か
、
「
花
」
「
山
」
な
ど
の
墨
書
土
器
、
三
足
盤
脚
、
灰
釉
浄
瓶
、
三
彩
小
壷
、
瓦
類
な
ど
が
あ
る
（
図
８
）
。
瓦
類
は
常
陸
国

分
寺
の
創
建
期
と
同
萢
宇
瓦
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
や
、
男
・
女
瓦
の
焼
成
・
製
作
技
法
も
一
致
し
、
国
分
寺
瓦
窯
か
ら
一
括
供
給
さ
れ
た
と
想
定

で
き
る
。
土
器
類
の
時
期
は
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
の
も
の
で
、
瓦
も
補
修
期
の
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
、
国
分
寺
に
付
随
す
る
可
能
性
の
あ
る
山
林
寺
院
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
調
査
が
部
分
的
で
あ
っ
た
り
未
調
査
の

も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
人
文
的
・
自
然
的
環
境
上
の
立
地
に
つ
い
て
は
、
平
地
部
と
の
比
高
差
が
五
○
ｍ
以
内
の
丘
陵
端
部
に
あ
り
、
河
川
に
よ
っ
て
開
析
さ

れ
た
沖
積
平
野
や
湖
、
さ
ら
に
海
や
周
囲
が
遠
望
で
き
る
景
勝
地
が
多
い
。
日
常
的
に
行
き
来
で
き
る
山
と
里
と
の
接
点
に
立
地
し
た
山
林

の
中
の
静
寂
な
阿
蘭
若
処
に
あ
り
、
ま
さ
に
自
己
の
禅
行
に
ふ
さ
わ
し
い
地
が
選
ば
れ
た
と
い
え
よ
う
。

（
２
）
本
寺
と
の
距
離
関
係
に
つ
い
て
は
、
五
～
二
○
ｍ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
出
雲
中
竹
谷
遺
跡
や
上
総
千
草
山
廃
寺
は
一
ｍ
以
内
に
あ

る
。
い
ず
れ
も
国
分
尼
寺
と
の
関
連
で
考
え
ら
れ
る
遺
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
尼
僧
に
つ
い
て
は
、
「
朝
山
寺
に
行
き
、
夕
に
本
寺
に
帰
る
」

と
い
っ
た
禅
行
形
態
が
と
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
３
）
中
心
と
な
る
仏
堂
建
物
に
は
、
基
壇
建
物
と
掘
立
柱
構
造
の
総
瓦
葺
建
物
や
蓋
棟
建
物
な
ど
が
あ
る
。
規
模
に
つ
い
て
も
五
×
四
間
の

一

ユ．

ノ、



庇
付
建
物
か
ら
三
×
二
間
の
身
舎
の
み
の
建
物
に
い
た
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
地
形
的
制
約
や
瓦
の
出
土
量
か
ら
、
瓦
葺
建
物
が
二
棟

以
上
存
在
し
た
可
能
性
は
少
な
い
と
い
え
よ
う
。
仏
堂
以
外
の
付
属
施
設
に
つ
い
て
は
、
倉
・
僧
坊
・
厨
・
湯
屋
・
竪
穴
住
居
な
ど
が
想
定

さ
れ
、
基
本
的
に
は
、
関
東
や
東
北
地
方
の
農
村
社
会
に
分
布
す
る
密
教
的
勤
修
を
主
な
目
的
と
し
た
村
落
寺
院
と
共
通
し
た
構
成
要
素
を

（
鯛
）

も
ち
、
総
瓦
葺
建
物
を
除
い
て
は
、
根
本
的
な
相
異
は
み
ら
れ
な
い
。
倉
は
仏
堂
に
接
し
て
置
か
れ
る
場
合
が
多
く
、
山
林
修
業
や
密
教
的

修
法
に
必
要
な
法
具
類
を
収
納
し
た
施
設
で
あ
ろ
う
。
僧
坊
の
存
在
は
（
２
）
の
本
寺
と
の
距
離
関
係
も
あ
り
、
「
白
月
は
山
に
入
り
、
黒

月
は
寺
に
帰
る
」
と
い
っ
た
如
法
修
業
上
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
あ
ろ
う
し
、
村
落
寺
院
に
お
い
て
も
、
悔
過
の
勤
修
に

お
け
る
期
間
の
僧
侶
の
宿
泊
施
設
と
し
て
不
可
欠
な
付
属
施
設
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
出
土
瓦
に
関
し
て
は
、
①
国
分
寺
創
建
当
初
の
瓦
を
使
用
し
た
寺
、
②
創
建
期
後
半
の
瓦
を
も
つ
寺
、
③
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
前
半

期
の
瓦
を
も
つ
寺
な
ど
の
三
者
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
国
分
寺
瓦
窯
か
ら
一
括
し
て
供
給
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
①
。
②
に
つ
い
て
は
国

分
寺
の
造
営
計
画
の
当
初
よ
り
、
山
林
寺
院
の
造
営
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
③
の
場
合
は
、
①
。
②
の
段
階
で
す
で
に
山

林
寺
院
が
存
在
し
、
新
た
に
造
営
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
、
①
．
②
か
ら
③
に
移
行
し
た
場
合
と
、
両
者
が
並
立
し
た

（
５
）
出
土
仏
具
類
に
は
、
瓦
鉢
・
浄
瓶
・
花
瓶
・
三
彩
陶
器
・
三
足
盤
・
灯
明
具
・
瓦
塔
な
ど
が
あ
り
、
密
教
的
な
勤
修
に
必
要
な
法
具
類

は
一
応
整
う
こ
と
に
な
る
。
瓦
鉢
が
仏
前
に
供
す
る
仏
飯
器
と
と
も
に
、
国
分
寺
僧
が
乞
食
行
を
行
う
際
の
僧
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

（
鯛
）

場
合
は
、
山
林
寺
院
を
通
じ
、
さ
ら
に
外
部
の
民
間
伝
導
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
６
）
出
土
遺
物
か
ら
判
断
さ
れ
る
山
林
寺
院
の
終
焉
の
時
期
は
、
ほ
と
ん
ど
が
九
世
紀
中
頃
を
前
後
し
た
時
期
で
、
国
分
寺
が
衰
退
に
向
か

う
時
期
と
重
な
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
新
し
い
真
言
・
天
台
宗
や
農
村
社
会
に
拡
大
し
た
雑
部
密
教
と
、
南
都
系
の
旧
仏
教
と
の
対
立
関

係
が
進
行
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
う
し
た
新
仏
教
に
対
す
る
時
代
の
要
請
と
と
も
に
、
本
寺
を
離
れ
、
山
林
修
業
や
民
間
伝
導
に

身
を
投
じ
る
学
僧
が
増
加
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
な
か
に
は
、
遠
江
岩
室
廃
寺
の
よ
う
に
天
台
宗
と
結
び
つ
き
、
一
○
世
紀
以
降
に
密
教

こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

国
分
寺
と
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院
（
須
田
）
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前
述
し
た
よ
う
に
、
小
食
土
廃
寺
の
あ
る
標
高
九
○
～
九
五
ｍ
の
丘
陵
地
一
帯
は
、
東
京
湾
、
印
旛
沼
、
太
平
洋
に
流
れ
る
河
川
の
分
水
界
に

あ
た
り
、
急
峻
な
支
谷
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
複
雑
で
狭
陰
な
地
形
が
発
達
し
た
地
域
で
あ
る
。
半
径
約
一
・
五
ｍ
以
内
に
三
三
遺
跡
か
ら
な
る

土
気
南
遺
跡
群
と
よ
ば
れ
る
こ
の
地
域
で
の
土
地
利
用
は
、
弥
生
・
古
墳
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
七
世
紀
後
半
以
降
に
わ
ず
か
に
生
活

痕
跡
が
あ
ら
わ
れ
る
。
八
世
紀
中
頃
以
降
に
は
、
上
総
国
分
寺
創
建
期
か
ら
の
瓦
窯
を
は
じ
め
、
須
恵
器
・
土
師
器
を
生
産
し
た
南
河
原
坂
窯
跡

（杣
）

（他
）

群
の
ほ
か
、
小
鍛
冶
や
鋳
銅
な
ど
の
金
属
関
係
の
生
産
を
行
っ
た
鐘
つ
き
堂
遺
跡
な
ど
、
国
衙
工
房
を
含
め
た
大
規
模
な
手
工
業
生
産
が
展
開
す

（
杣
）

群
の
ほ
か
、
小
郵

る
地
域
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
上
総
国
分
寺
を
事

教
と
結
合
し
た
の
か
を
、
官
僧
の

あ
げ
て
検
討
す
る
（
図
４
．
ｍ
）
。

上
総
国
分
寺
を
事

こ
の
地
域
で
い
ま
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
山
間
部
の
狭
陰
な
丘
陵
を
利
用
し
た
、
八
世
紀
中
頃
以
降
の
仏
教
施
設
や
仏
教
遺
物
が
集
中
し
て
出

土
し
、
そ
の
特
徴
か
ら
民
間
修
行
僧
の
禅
行
の
場
と
し
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
た
地
区
で
も
あ
っ
た
。
仏
教
施
設
の
構
造
は
、
い
ず
れ
も
掘
立
柱
建

（
柵
）

物
で
あ
る
が
、
双
堂
建
物
、
四
面
庇
に
孫
庇
を
付
加
し
た
建
物
か
ら
片
庇
や
側
柱
の
み
の
小
規
模
な
仏
堂
に
い
た
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
を

も
つ
が
（
図
９
）
、
そ
う
し
た
寺
が
小
さ
な
舌
状
台
地
ご
と
に
営
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
瓦
鉢
・
香
合
・
香
炉
・
浄
瓶
・
水
瓶
・
三
彩
火

舎
・
三
彩
小
壷
・
灯
明
具
・
瓦
塔
・
銅
鋺
・
青
銅
製
神
像
な
ど
の
多
数
の
仏
教
遺
物
の
ほ
か
、
「
沙
田
東
寺
」
「
沙
田
寺
」
「
祥
寺
」
「
口
祥
寺
」

「
丈
寺
」
「
壽
寺
」
「
釈
迦
寺
」
「
冨
寺
」
「
堺
寺
」
「
寺
東
」
「
佛
」
「
福
」
な
ど
の
多
数
の
墨
書
土
器
や
円
面
硯
・
転
用
硯
を
出
土
す
る
。
そ
こ
に
展

検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
鋤
）

的
護
国
仏
教
の
中
心
寺
院
と
し
て
生
ま
れ
か
わ
り
、
や
が
て
中
世
へ
と
発
展
す
る
山
林
寺
院
も
あ
り
、
各
国
ご
と
の
状
況
を
踏
え
、
個
別
に

三
．
山
林
寺
院
と
村
落
寺
院

例
に
あ
げ
、
国
分
寺
に
付
随
す
る
山
林
寺
院
が
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
環
境
の
な
か
で
民
間
修
行
僧
や
民
間
仏

（
㈹
）

の
か
を
、
官
僧
の
山
林
修
業
の
場
と
想
定
さ
れ
る
小
食
土
廃
寺
と
国
分
寺
の
経
済
活
動
と
関
連
し
て
成
立
し
た
新
林
廃
寺
を
と
り

一
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開
し
た
仏
教
は
、
八
世
紀
中
頃
か
ら
一
○
世
紀
頃
に
至
る
ま
で
の
民
間
僧
を
中
心
と
す
る
山
林
修
業
を
目
的
と
し
た
呪
術
的
な
雑
部
密
教
で
、
し

か
も
神
仏
習
合
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
墨
書
土
器
の
な
か
で
、
「
洋
寺
」
「
口
祥
寺
」
は
、
双
堂
建
物
や
孫
庇
を
も
つ
中
心
的
な
仏
堂
建
物
を
も
つ
内
野
台
遺
跡
で
出
土
す
る
と

と
も
に
、
北
西
約
一
・
二
ｍ
の
鐘
つ
き
堂
遺
跡
、
同
じ
く
三
○
○
ｍ
に
あ
る
文
六
第
二
遺
跡
、
北
約
一
○
○
ｍ
の
文
六
第
六
遺
跡
か
ら
も
出
土
し
、

（
柵
）

そ
れ
ぞ
れ
が
個
々
に
独
立
し
な
が
ら
も
相
互
に
有
機
的
な
関
連
性
を
も
っ
て
い
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
遺
跡
が
所
在
す
る
土
気
南
遺

跡
群
の
地
区
は
、
急
峻
な
谷
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
狭
隙
な
丘
陵
が
続
き
、
自
立
し
て
そ
れ
を
維
持
・
経
営
で
き
る
だ
け
の
独
自
の
経
済
的
基
盤

を
も
つ
こ
と
は
困
難
な
地
区
で
あ
り
、
当
然
、
民
間
僧
の
仏
教
活
動
を
支
え
る
農
民
層
や
豪
族
層
と
の
結
び
つ
き
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
三

彩
火
舎
・
三
彩
小
壷
・
銅
鋺
な
ど
の
高
価
な
仏
具
は
、
民
間
僧
が
自
己
の
仏
教
活
動
の
た
め
に
独
自
に
入
手
し
た
も
の
と
は
考
え
難
く
、
民
間
僧

の
活
動
を
支
持
す
る
豪
族
層
な
ど
に
よ
っ
て
喜
捨
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
民
間
僧
の
山
林
修
行
の
空
間
は
、
木
更
津
市
久
野
遺

（
幅
）
（
欄
）

跡
や
針
ケ
谷
遺
跡
な
ど
で
も
み
ら
れ
、
仏
堂
と
付
属
施
設
が
単
独
で
存
在
す
る
山
林
寺
院
と
、
複
数
の
仏
堂
や
付
属
施
設
が
一
定
区
域
に
集
合
し

て
存
在
す
る
形
態
の
修
行
空
間
を
も
つ
二
者
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

民
間
僧
の
修
業
地
で
あ
る
山
林
寺
院
と
農
村
社
会
で
の
村
落
寺
院
と
の
間
で
の
僧
侶
の
行
動
は
、
次
の
事
例
で
説
明
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
文

（
灯
）
い
き
一
）
だ

六
第
六
遺
跡
で
出
土
し
た
「
沙
田
東
寺
」
「
沙
田
寺
」
の
墨
書
土
器
に
み
ら
れ
る
「
沙
田
」
の
地
は
、
東
約
二
ｍ
に
「
砂
田
」
の
地
名
が
あ
り
、

（
梱
）

四
面
庇
建
物
の
仏
堂
を
も
つ
砂
田
中
台
遺
跡
が
所
在
す
る
。
奈
良
・
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
一
三
八
軒
、
掘
立
柱
建
物
一
○
四
棟
と
そ
の
他
の
遺

櫛
で
構
成
さ
れ
、
八
世
紀
中
葉
以
降
に
新
た
な
開
発
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
こ
の
遺
跡
は
、
集
落
内
に
四
面
庇
建
物
の
村
落
寺
院
を
も
ち
、
そ
れ

（
糊
）
（
和
）

に
伴
う
多
数
の
仏
具
や
「
寺
」
な
ど
の
墨
書
土
器
を
出
土
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
は
、
南
麦
台
遺
跡
、
中
林
遺
跡
、
中
鹿
子
第
二
遺
跡
な
ど
、

土
気
南
遺
跡
群
と
は
質
的
に
異
な
っ
た
、
八
世
紀
中
葉
以
降
の
開
発
村
落
が
展
開
す
る
。
砂
田
中
台
遺
跡
の
村
落
寺
院
は
、
地
名
を
冠
し
た

い
さ
ご
だ

「
砂
田
寺
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
文
六
第
六
遺
跡
の
山
林
修
行
僧
か
ら
す
れ
ば
、
「
朝
に
山
林
寺
院
か
ら
里
に
乞
食
に
行
き
、
夕
に
房
に

帰
る
」
と
い
っ
た
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二

○
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上
総
国
分
寺
の
山
林
寺
院
と
考
え
ら
れ
る
小
食
土
廃
寺
は
、
ま
さ
に
、
そ
う
し
た
民
間
僧
の
活
躍
す
る
環
境
の
な
か
に
あ
っ
た
。
土
気
南
遺
跡

群
で
の
山
林
修
行
は
、
す
で
に
八
世
紀
前
半
か
ら
成
立
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
特
に
そ
の
こ
と
を
強
調
す
る
と
、
人
文
的
・
自
然
的
環
境
も

含
め
、
民
間
修
行
僧
の
先
行
形
態
が
存
在
す
る
近
隣
が
選
定
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
副
）

い
ま
一
つ
、
上
総
国
分
寺
と
農
村
社
会
で
の
民
間
仏
教
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
遺
跡
に
、
新
林
遺
跡
の
双
堂
建
築
が
あ
る

（
図
皿
）
。
双
堂
建
築
が
今
日
に
残
る
唯
一
の
例
と
し
て
東
大
寺
法
華
堂
を
あ
げ
る
こ
と
か
で
き
る
が
、
不
空
羅
索
観
音
を
本
尊
と
す
る
こ
の
建
築

（
認
）

は
、
奈
良
時
代
に
建
て
ら
れ
た
密
教
建
築
と
し
て
も
名
高
い
。
四
面
庇
建
物
の
正
堂
と
側
柱
の
み
の
礼
堂
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
新
林
廃
寺
の
双

（
認
）

堂
建
築
は
、
付
属
施
設
を
し
て
僧
坊
・
倉
・
屋
・
瞳
竿
支
柱
な
ど
を
も
ち
、
独
立
し
た
密
教
寺
院
と
し
て
八
世
紀
末
段
階
に
は
成
立
す
る
。
最
終

（
別
）

段
階
の
九
世
紀
前
半
期
に
は
、
正
堂
の
大
棟
部
分
を
瓦
で
飾
っ
た
蕊
棟
建
物
に
礼
堂
を
付
設
し
た
双
堂
建
物
に
建
替
え
ら
れ
た
。
鐙
瓦
の
出
土
は

な
い
が
、
宇
瓦
は
上
総
国
分
僧
寺
と
同
萢
で
、
男
・
女
瓦
も
格
子
叩
文
・
焼
成
・
胎
土
・
製
作
技
法
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
瓦
窯
か
ら

（
弱
）

供
給
を
受
け
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
瓦
群
が
使
用
さ
れ
た
遺
跡
は
、
上
総
国
内
で
も
上
総
国
分
僧
寺
と
新
林
廃
寺
に
限
ら
れ
、
新
林
廃
寺

（
論
）

の
成
立
に
上
総
国
分
寺
が
直
接
的
に
関
与
し
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
。

新
林
廃
寺
を
含
む
大
綱
山
田
台
遺
跡
は
、
上
総
国
分
寺
の
北
東
約
二
○
伽
、
小
食
土
廃
寺
の
北
約
四
伽
に
あ
り
、
九
十
九
里
平
野
に
面
し
た
谷

地
形
の
発
達
し
た
丘
陵
上
に
あ
る
。
半
径
約
一
ｍ
の
範
囲
に
一
二
遺
跡
か
ら
な
る
集
落
遺
跡
が
あ
り
、
竪
穴
住
居
約
一
二
○
○
軒
、
掘
立
柱
建
物

約
六
○
○
棟
が
検
出
さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
の
北
に
広
が
る
小
野
山
田
遺
跡
群
で
も
、
竪
穴
住
居
八
○
○
軒
、
掘
立
柱
建
物
約
三
三
○
棟
に
の
ぼ
る

膨
大
な
品
の
遺
櫛
群
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
遺
跡
も
集
落
櫛
成
の
画
期
は
八
世
紀
中
頃
に
あ
り
、
掘
立
柱
建
物
の
ほ
と
ん
ど
と
、
竪
穴

住
居
の
約
八
割
は
そ
れ
以
降
に
成
立
し
た
も
の
で
、
九
世
紀
中
頃
ま
で
の
約
一
○
○
年
間
に
盛
期
が
あ
り
、
九
世
紀
後
半
に
は
衰
退
に
向
か
う
典

（
釘
）

型
的
な
開
拓
村
落
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
群
の
う
ち
、
双
堂
建
物
を
も
つ
新
林
廃
寺
の
北
東
約
一
ｍ
に
あ
る
針
ケ
谷
遺
跡
、
西
約
○
・
八
ｍ
の

（
錦
）
（
鋤
）
（
帥
）

升
形
遺
跡
・
小
西
平
台
遺
跡
、
南
約
一
伽
の
一
本
松
遺
跡
な
ど
か
ら
は
、
い
ず
れ
も
新
林
廃
寺
と
同
じ
叩
き
文
を
も
つ
女
瓦
を
出
土
し
、
同
廃
寺

が
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
範
囲
を
知
る
手
掛
り
と
な
る
。

一
一
一
一



ま
た
、
小
西
平
台
遺
跡
か
ら
は
「
山
邊
万
所
」
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
、
南
西
約
一
・
二
ｍ
の
一
本
松
遺
跡
か
ら
「
山
万
所
」
「
万
所
」
、
南
西

約
六
ｍ
の
南
麦
台
遺
跡
か
ら
「
万
所
」
、
同
約
五
ｍ
の
土
気
南
遺
跡
群
の
な
か
の
鐘
つ
き
堂
遺
跡
か
ら
も
「
山
万
」
の
墨
書
土
器
を
出
土
し
、
い

ず
れ
も
「
山
邊
万
所
」
の
省
略
形
式
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
い
ず
れ
も
上
総
国
山
辺
部
に
あ
り
、
墨
書
銘
は
「
地
名
十
組
織
の
性
格

十
所
」
の
記
述
形
式
を
と
る
。
「
所
」
と
言
う
名
称
は
、
官
衙
・
官
寺
の
付
属
機
関
と
し
て
、
特
定
の
政
務
・
財
政
・
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に

（
制
）

設
け
ら
れ
た
臨
時
的
性
格
の
強
い
下
級
官
司
組
織
で
あ
り
、
八
世
紀
後
半
以
降
に
急
増
す
る
。
ほ
と
ん
ど
が
国
政
段
階
の
機
関
の
経
営
に
関
る
組

織
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
辺
郡
家
に
付
属
す
る
下
部
機
関
で
あ
っ
た
可
能
性
は
少
な
い
。

（
塊
）

問
題
は
「
万
所
」
の
性
格
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
政
所
」
と
釈
読
し
、
権
門
勢
家
の
所
領
の
事
務
処
理
所
と
解
す
る
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
八

世
紀
末
か
ら
九
世
紀
の
段
階
で
権
門
勢
家
の
進
出
を
考
え
る
に
は
、
年
代
的
に
無
理
が
あ
る
。
む
し
ろ
東
大
寺
の
仏
教
活
動
を
支
え
る
た
め
に
、

東
大
寺
の
寺
院
地
内
に
設
置
さ
れ
た
「
所
」
と
は
別
に
、
造
東
大
寺
司
に
所
属
し
、
東
大
寺
の
造
営
・
維
持
の
た
め
に
寺
院
外
に
設
け
ら
れ
た

（
“
）

「
伊
賀
山
作
所
」
な
ど
と
同
様
の
形
態
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
例
に
造
石
山
寺
に
付
属
し
た
「
甲
賀
山
作
所
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

造
営
時
に
収
得
し
た
杣
山
で
の
木
材
の
伐
採
・
管
理
な
ど
の
単
一
の
業
務
を
目
的
と
し
た
下
部
機
関
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
万
所
」
は

文
字
ど
お
り
「
よ
ろ
ず
ど
こ
ろ
」
の
意
味
で
あ
り
、
国
政
段
階
の
機
関
の
財
政
基
盤
を
形
成
す
る
た
め
に
、
複
数
の
業
務
を
統
括
し
た
下
部
機
関

と
理
解
し
た
い
。
そ
の
場
合
、
国
の
機
関
を
具
体
的
に
想
定
す
る
と
し
た
ら
、
大
綱
山
田
台
遺
跡
群
の
中
心
に
置
か
れ
た
新
林
廃
寺
と
の
同
萢
関

係
に
あ
る
宇
瓦
や
女
瓦
の
特
徴
か
ら
、
上
総
国
分
寺
を
お
い
て
は
ほ
か
に
な
い
。
大
綱
山
田
台
遺
跡
群
の
複
数
の
辿
跡
か
ら
上
総
国
分
寺
創
建
当

初
の
女
瓦
を
出
土
し
、
上
総
国
分
寺
の
こ
の
地
区
へ
の
進
出
が
、
創
建
当
初
に
ま
で
遡
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
九
十
九
里
平
野
に
面
し
た
大
綱
山
田
台
・
小
野
山
田
遺
跡
群
や
そ
の
他
の
遺
跡
で
の
事
業
の
主
た
る
目
的
は
、
丘
陵
下
に

広
が
る
谷
田
や
丘
陵
上
の
畠
地
開
発
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
は
、
鐘
つ
き
堂
遺
跡
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
大
規
模
な
金
属
器
生
産
も

行
っ
て
い
た
。
小
食
土
廃
寺
の
西
約
一
・
二
ｍ
に
あ
る
鐘
つ
き
堂
遺
跡
は
、
独
立
丘
陵
状
の
急
峻
な
斜
面
を
い
く
重
に
も
雛
遡
上
に
平
場
を
造
り

出
し
、
工
房
や
工
人
の
居
住
す
る
多
数
の
掘
立
柱
建
物
や
竪
穴
住
居
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
鉄
塊
・
金
床
石
・
砥
石
な
ど
の
ほ
か
、

国
分
寺
と
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院
（
須
田
）
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多
数
の
鉄
製
品
や
鋳
銅
関
係
の
遺
物
を
出
土
す
る
。
ま
た
、
南
東
○
・
六
ｍ
に
は
、
上
総
国
分
寺
や
小
食
土
廃
寺
の
創
建
期
と
平
安
期
の
瓦
を
焼

成
し
た
南
河
原
坂
窯
跡
が
あ
り
、
「
口
瓦
所
」
と
書
か
れ
た
九
世
紀
前
半
代
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
。
「
口
瓦
所
」
が
「
造
瓦
所
」
で
あ
れ
ば
、

（
脚
）

恒
常
的
な
機
関
で
は
な
く
、
国
分
寺
の
修
復
時
に
臨
時
的
に
設
置
さ
れ
た
金
光
明
寺
家
に
付
属
す
る
造
瓦
機
関
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
鐘
つ
き
堂
遺
跡
で
の
鋳
鋼
を
含
む
金
属
器
生
産
は
、
国
分
寺
の
完
成
後
も
恒
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
形
跡
が
あ
り
、
そ
の
直
接
的

な
経
営
が
、
上
総
国
分
寺
の
寺
家
組
織
に
付
属
し
た
「
山
邊
万
所
」
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
場
合
、
遺
跡
の
規
模
か
ら
想
定
し
て
、

製
品
の
供
給
が
国
分
寺
本
体
以
外
の
、
国
分
寺
が
経
営
す
る
機
関
に
も
供
給
さ
れ
た
こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
、
「
山
邊
万
所
」
の
経
営
す
る
開
発

行
為
と
金
属
器
生
産
と
が
一
体
化
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
に
諸
寺
の
墾
田
地
の
限
り
を
定
め
た
時
、

（
開
）

国
分
寺
は
大
安
寺
・
薬
師
寺
・
興
福
寺
・
大
和
法
華
寺
と
と
も
に
一
○
○
○
町
歩
ま
で
の
開
墾
地
が
許
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
国
分
寺
の
造

営
や
そ
の
後
の
経
営
・
維
持
に
際
し
、
大
規
模
な
経
営
基
盤
の
拡
充
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
山
邊
万
所
」
の
墨
書
土
器
を
手
掛
り
に
、
国
分
寺
の
財
政
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
の
経
済
活
動
の
場
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
大
綱
山
田
台

遺
跡
群
・
小
野
山
田
遺
跡
群
・
南
河
原
坂
遺
跡
と
鐘
つ
き
堂
遺
跡
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
鐘
つ
き
堂
周
辺
の
土
気
南
遺
跡
群
は
、
谷
地
形
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
狭
い
丘
陵
ご
と
に
小
規
模
な
集
落
が
営
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
は
、
瓦
塔
・
瓦
鉢
・
香
炉
蓋
・
灯
明
具
な
ど
の
仏
具
や
仏
教
関
係

の
墨
書
土
器
を
出
土
し
、
集
落
内
に
は
、
民
間
僧
の
修
業
地
で
あ
る
山
林
寺
院
が
営
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
鐘
つ
き
堂
遺
跡
の
丘
陵
平
坦
面
に
も

（
髄
）

庇
付
建
物
や
側
柱
建
物
が
あ
り
、
上
総
国
分
寺
・
小
食
土
廃
寺
と
同
萢
瓦
と
と
も
に
、
「
釈
迦
寺
」
「
口
祥
寺
」
「
寺
東
」
「
仏
」
「
山
万
」
な
ど
の

墨
書
土
器
や
三
彩
陶
器
を
出
土
し
、
丘
陵
上
の
掘
立
柱
建
物
が
寺
で
あ
っ
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
。
そ
う
し
た
遺
構
や
遺
物
の
在
り
方
か
ら

す
る
と
、
開
拓
農
民
や
金
属
器
生
産
に
た
ず
さ
わ
っ
た
工
人
達
の
仏
教
信
仰
は
、
現
世
利
益
を
中
心
と
し
た
呪
術
的
な
雑
部
密
教
で
あ
っ
た
と
想

定
で
き
る
が
、
開
拓
や
手
工
業
生
産
な
ど
の
諸
活
動
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
山
の
神
や
谷
津
の
神
と
直
接
的
に
接
触
す
る
こ
と
か
ら
、
神
仏
習

合
の
仏
教
信
仰
と
結
び
つ
い
て
い
た
と
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
し
た
神
が
仏
教
へ
の
帰
依
を
願
う
と
い
う
地
方
で
の
神
仏
習
合
を
促
進
し

（
、
）

た
の
は
、
ま
さ
に
、
開
発
を
主
導
し
た
地
方
豪
族
自
身
で
あ
っ
た
が
、
上
総
国
分
寺
の
近
隣
で
は
、
天
平
勝
宝
年
中
に
密
教
僧
満
願
が
常
陸
国
に

一

一

四



（
鯛
）

赴
き
、
鹿
島
大
神
の
願
い
を
容
れ
て
鹿
島
神
宮
寺
を
建
立
し
た
。
寺
の
造
営
や
そ
の
後
の
経
営
・
維
持
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
分
寺
の

開
発
と
地
方
豪
族
や
富
農
層
の
私
的
な
開
発
と
は
、
お
の
ず
と
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
が
、
旧
来
の
共
同
体
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
八
世
紀
中
頃
の
段
階
に
は
、
国
分
寺
が
行
う
公
的
開
発
と
言
え
ど
も
、
地
方
豪
族
が
求
め
た
現
世
利
益
的
仏
教
と
無
縁
で
い
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
の
国
分
寺
は
、
創
建
当
初
か
ら
、
密
教
を
中
心
と
し
た
現
世
利
益
的
仏
教
を
包
摂
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の

そ
う
し
た
開
拓
農
民
や
工
人
達
は
、
東
大
寺
の
荘
園
内
部
の
開
発
・
耕
営
に
か
か
わ
っ
た
荘
園
村
落
の
構
成
員
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
外

部
か
ら
の
移
動
に
よ
っ
て
定
着
し
た
人
々
、
つ
ま
り
、
そ
の
大
多
数
は
、
当
初
か
ら
本
貫
地
を
異
に
し
た
農
民
や
工
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

〔
洲
〉

た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
集
団
の
形
成
や
維
持
に
あ
た
り
、
集
落
構
成
員
の
精
神
的
結
合
や
生
産
性
を
高
め
る
た
め
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
し
て
、
現
世
利
益
的
な
仏
教
が
受
容
さ
れ
た
。
村
落
構
成
員
の
集
ま
る
村
落
寺
院
は
、
開
発
行
為
や
そ
の
他
の
生
産
活
動
を
円
滑
に
行
う

（
別
）

た
め
の
、
新
た
な
結
合
論
理
を
具
現
化
す
る
た
め
の
拠
点
的
な
空
間
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
主
導
し
た
の
は
、
経
済
活
動
を
促
進

し
た
国
の
機
関
や
豪
族
層
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
村
落
社
会
の
レ
ベ
ル
で
は
、
指
導
者
層
を
含
め
た
僧
俗
一
体
の
新
た
な
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
と
い
え
よ
う
。
国
分
寺
や
山
林
寺
院
の
仏
教
と
民
間
の
仏
教
信
仰
と
は
、
ま
さ
に
、
そ
う
し
た
経
済
活
動
を
と
お
し
て
結
び
つ
い
て
い
た
の
で

あ
る
。国

分
寺
の
研
究
が
、
制
度
面
の
研
究
か
ら
、
実
態
面
で
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
の
歴
史
的
評
価
に
重
点
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九

六
○
年
代
頃
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
開
発
行
為
が
相
次
ぐ
な
か
で
、
発
掘
調
査
の
精
度
や
問
題
意
識
を
高
め
、
一
九
八
○
年
代
以
降
、

寺
院
地
と
伽
藍
地
の
問
題
、
造
営
経
緯
の
変
遷
に
対
す
る
問
題
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
の
都
市
計
画
と
の
関
連
な
ど
の
解
明
が
進
み
、
新
た
な
国
分

（
池
）

寺
像
が
描
け
る
ま
で
に
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
し
か
し
一
方
で
、
そ
う
し
た
問
題
が
、
各
国
の
国
分
寺
研
究
で
一
律
に
認
識
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

で
あ
る
。

四
．
お
わ
り
に

国
分
寺
と
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院
（
須
田
）

二

五

へ
的
）



本
稿
は
、
『
季
刊
考
古
学
』
第
八
○
号
（
二
○
○
二
年
）
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
紙
数
の
都
合
で
本
文
の
一
部
・
図
版
・
註
を
割
愛
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
、
一
部
加
筆
・
訂
正
を
加
え
て
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
小
論
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
安
藤
寛
・
奥
野
中
彦
・
内
田
律
雄
・
河
野
一
也
・
木
川
浩
司
・
黒
澤
彰
哉
・
妹
尾
周
三
・
平
野
五
郎
の
各
氏

か
ら
ご
教
示
や
援
助
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
に
か
え
た
い
。

は
な
く
、
ま
た
、
創
建
期
の
国
分
寺
に
お
け
る
旧
寺
転
用
の
問
題
が
、
考
古
学
や
文
献
史
学
の
う
え
で
自
明
の
理
の
ご
と
く
語
ら
れ
る
こ
と
に
対

（
祠
）

す
る
再
検
討
な
ど
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。

本
槁
で
課
題
と
し
た
山
林
寺
院
や
民
間
仏
教
と
の
関
連
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
は
、
こ
の
問
題
を
考
古
学
的
に
検
証
す
る
こ
と
の

限
界
性
も
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
か
可
能
性
の
指
摘
の
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
国
分
寺
の
仏
教
を
、
「
国
家
の
仏
教
」
と
し
て
の
側
面
の
み
で
と

ら
え
よ
う
と
す
る
こ
と
へ
の
反
省
を
強
調
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
古
代
の
仏
教
は
、
国
家
の
仏
教
、
豪
族
の
仏
教
、
民
間
の
仏
教
な
ど
が
重
層
的

（
別
）

に
存
在
し
、
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
必
要
に
応
じ
て
相
互
に
関
連
し
て
展
開
し
た
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。
そ
の

時
代
に
お
け
る
社
会
の
有
様
と
宗
教
と
の
問
題
は
密
接
に
関
連
し
て
進
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
、
国
分
寺
を
社
会
全
体
の
な
か
に
位

置
づ
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
古
代
社
会
の
人
々
の
現
世
利
益
的
要
求
に
応
じ
て
新
た
に
形
成
さ
れ
た
仏
教
は
、
国
分
寺
の
造
営

が
進
行
す
る
八
世
紀
後
半
期
に
は
、
す
で
に
社
会
の
内
に
醸
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
柄
を
、
地
域
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
る
の
か
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

註
（
１
）
古
江
亮
仁
「
奈
良
時
代
に
於
け
る
山
寺
の
研
究
」
『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
三
九
一
九
五
四

（
２
）
薗
田
香
融
「
古
代
仏
教
に
お
け
る
山
林
修
業
と
そ
の
意
義
Ｉ
特
に
自
然
仏
教
を
め
ぐ
っ
て
」
『
南
都
仏
教
』
第
四
号
一
九
五
七

一
エ
ハ



（
３
）
註
（
２
）
に
同
じ
。

（
４
）
上
原
興
人
「
仏
教
」
『
日
本
考
古
学
』
四
一
九
八
六

（
５
）
薗
田
香
融
「
草
創
期
室
生
寺
を
め
ぐ
る
僧
侶
の
動
向
」
『
国
史
論
集
』
（
一
）
一
九
五
九

（
６
）
佐
久
間
竜
「
山
沙
弥
所
と
山
林
師
所
」
『
続
日
本
紀
研
究
』
第
六
巻
第
十
二
号
一
九
五
九

（
７
）
こ
の
こ
と
を
考
古
学
的
に
取
り
上
げ
た
も
の
に
今
泉
潔
・
笹
生
衛
と
木
村
衡
の
論
孜
が
あ
る
。
今
泉
は
大
塚
前
廃
寺
の
分
析
か
ら
下
総
国
分
寺
と
の
関

辿
を
想
定
し
（
「
瓦
と
建
物
の
相
剋
」
試
論
ｌ
大
塚
前
出
土
瓦
の
分
析
」
『
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
四
一
九
九
○
）
、
笹
生
は
上
総
国
分
寺

と
新
林
廃
寺
（
大
綱
山
田
台
恥
３
過
跡
）
、
一
目
市
場
廃
寺
と
東
郷
台
遺
跡
と
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
（
古
代
仏
教
信
仰
の
一
側
面
Ｉ
房
総
に
お
け
る
八
・

九
世
紀
の
事
例
を
中
心
に
ｌ
」
『
古
代
文
化
』
第
四
六
号
第
十
二
巻
一
九
九
四
）
。
こ
れ
ら
の
中
で
木
村
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
高
岡
廃
寺
・
馬
騎
の

内
廃
寺
・
寺
山
廃
寺
・
三
小
牛
ハ
バ
遺
跡
・
浄
水
寺
・
明
寺
山
遺
跡
・
浄
水
寺
・
高
倉
廃
寺
の
八
例
を
あ
げ
る
。
こ
の
う
ち
、
高
倉
廃
寺
に
つ
い
て
は
、
本

協
と
亜
な
る
（
木
村
術
「
古
代
の
山
林
寺
院
に
つ
い
て
」
『
民
衆
宗
教
の
構
造
と
系
譜
」
一
九
九
五
）
。

柵
と
亜
な
る
（
木
村
術

（
８
）
註
（
４
）
に
同
じ
。

（
９
）
『
続
日
本
紀
』
天
乖

（
脚
）
註
（
１
）
に
同
じ
。

天
平

（
皿
）
「
中
竹
谷
遺
跡
」
『
国
道
９
号
線
バ
イ
パ
ス
建
設
予
定
地
内
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
響
Ⅳ
』
島
根
県
教
育
委
員
会

（
吃
）
「
大
田
茶
屋
遺
跡
２
」
『
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
一
二
九
岡
山
県
文
化
財
保
謹
協
会
一
九
九
八

（
蝿
）
山
本
義
孝
「
遠
江
国
岩
室
廃
寺
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
『
静
岡
県
の
考
古
学
』
一
九
九
八

（
Ｍ
）
前
田
庄
一
『
岩
室
廃
寺
』
豊
岡
村
教
育
委
員
会
一
九
八
七

（
喝
）
平
野
五
郎
「
遠
江
・
駿
河
に
お
け
る
屋
瓦
と
寺
院
」
『
静
岡
県
史
研
究
』
第
六
号
一
九
九
○

（
蝿
）
鷲
山
恭
平
「
金
石
文
と
石
瓦
」
『
静
岡
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』
第
九
集
一
九
三
三

（
”
）
平
野
五
郎
「
遠
江
国
分
寺
の
造
営
と
地
方
豪
族
」
『
古
代
』
第
九
七
号
一
九
九
四

（
肥
）
註
（
灯
）
に
同
じ
。

国
分
寺
と
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院
（
須
田
）

十
三
年
三
月
一

一
十
四
日
条
。

一
九
八
三

一

一

七



（
釦
）
永
沼
律
雄
『
千
葉
市
小
食
土
廃
寺
調
査
報
告
聿
旦
千
葉
県
教
育
委
員
会
一
九
八
六

（
劃
）
「
南
河
原
坂
窯
跡
群
」
『
土
気
南
辿
跡
群
Ⅶ
』
剛
千
葉
県
文
化
財
調
査
協
会
一
九
九
六

（
魂
）
今
泉
潔
「
瓦
と
建
物
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
原
風
最
に
関
す
る
覚
諜
」
『
千
葉
県
史
研
究
」
第
三
号
干
葉
県
一
九
九
五

（
羽
）
笹
生
衛
「
古
代
仏
教
信
仰
の
一
側
面
ｌ
房
総
に
お
け
る
八
・
九
世
紀
の
事
例
を
中
心
に
Ｉ
」
『
古
代
文
化
』
第
四
六
号
第
十
二
号
一
九
九
四

（
別
）
平
野
元
三
郎
「
市
原
市
上
総
国
府
関
連
遺
跡
」
『
千
葉
県
遺
跡
調
査
報
告
書
」
千
葉
県
教
育
委
員
会
一
九
六
四

（
弱
）
田
中
清
美
ほ
か
『
ｌ
千
葉
県
市
原
市
ｌ
干
草
山
遺
跡
・
東
寺
山
遺
跡
』
伽
市
原
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
八
九

（
妬
）
篠
崎
四
郎
「
上
総
輿
里
谷
廃
寺
趾
」
『
考
古
学
維
誌
』
第
二
七
巻
一
○
号
一
九
三
七

（
訂
）
須
田
勉
「
真
里
谷
廃
寺
」
『
千
葉
県
史
」
資
料
編
考
古
三
千
葉
県
一
九
九
八

（
羽
）
須
田
勉
「
関
東
地
方
の
瓦
窯
」
『
仏
教
芸
術
』
一
四
八
号
一
九
八
三

（
羽
）
沼
沢
豊
「
大
塚
前
遺
跡
」
『
干
葉
県
一
一
ユ
ー
タ
ウ
ン
埋
厳
文
化
財
調
査
報
告
苫
Ⅱ
』
房
絵
資
料
刊
行
会
一
九
七
四

（
釦
）
豊
巻
幸
正
ほ
か
『
永
吉
台
辿
跡
群
』
伽
君
津
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
八
五

（
別
）
今
泉
潔
「
瓦
と
建
物
の
相
克
ｌ
大
塚
前
遺
跡
出
土
瓦
の
分
析
ｌ
」
『
研
究
紀
要
十
二
』
㈱
千
葉
県
文
化
セ
ン
タ
ー
一
九
九
○

（
犯
）
小
出
義
治
「
干
葉
県
葛
飾
郡
流
山
廃
寺
趾
」
『
日
本
考
古
学
年
報
二
』
日
本
考
古
学
協
会
一
九
五
四

（
調
）
辻
史
郎
「
流
山
廃
寺
」
『
千
葉
県
の
歴
史
』
資
料
編
考
古
三
千
葉
県
一
九
九
八

（
別
）
愈
川
芳
郎
「
船
戸
辿
跡
」
『
我
我
子
古
噛
群
』
東
京
大
学
考
古
学
研
究
室
一
九
六
九

（
調
）
辻
史
郎
「
船
戸
遺
跡
」
『
干
葉
県
の
歴
史
』
資
料
編
考
古
三
千
葉
県
一
九
九
八

（
調
）
黒
澤
彰
哉
「
常
陸
の
考
古
学
岳
寺
院
Ｉ
高
倉
廃
寺
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
『
茨
城
県
立
歴
史
館
報
』
一
九
九
二

（
訂
）
関
東
を
中
心
に
北
は
岩
手
県
北
上
市
ま
で
分
布
し
、
か
っ
て
九
例
を
提
示
し
た
が
、
管
見
の
範
囲
で
は
十
三
例
が
確
認
で
き
る
（
須
田
勉
「
東
国
に
お

け
る
双
堂
建
築
の
出
現
ｌ
村
落
内
寺
院
の
理
解
の
た
め
に
ｌ
」
『
国
士
館
史
学
』
鋪
九
号
二
○
○
一
）
。

（
羽
）
須
田
勉
「
東
国
に
お
け
る
古
代
民
間
仏
教
の
展
開
」
『
国
士
舘
大
学
人
文
学
会
紀
要
』
三
二
号
二
○
○
○

（
岨
）
註
（
旧
）
に
同
じ
。

二

八



（
伽
）
従
来
、
「
大
綱
山
田
台
叱
３
遺
跡
」
「
山
田
台
廃
寺
」
な
ど
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
本
報
告
書
で
新
林
遺
跡
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
寺
名

を
新
林
廃
寺
と
し
た
（
註
弱
）
。

を
新
林
廃
寺
と
し
た
（

（
調
）
註
（
旧
）
に
同
じ
。

（
伽
）
厳
（
即
）
に
同
じ
。

（
蛇
）
「
鐘
つ
き
堂
遺
跡
」
『
土
気
南
遺
跡
群
Ⅶ
』
財
干
葉
県
文
化
財
保
護
協
会
一
九
九
六

（
婚
）
須
田
勉
「
東
国
に
お
け
る
双
堂
建
築
の
出
現
ｌ
村
落
内
寺
院
の
理
解
の
た
め
に
ｌ
」
『
国
士
舘
史
学
』
第
九
号
二
○
○
一

（
“
）
「
禅
寺
」
「
口
祥
寺
」
が
「
吉
洋
寺
」
で
あ
れ
ば
、
上
総
国
分
僧
寺
で
も
「
吉
祥
」
の
墨
苔
土
器
を
出
土
し
、
国
分
寺
で
行
う
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
た
占
祥

悔
過
と
の
関
述
も
考
腫
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
妬
）
糸
原
清
ほ
か
「
矢
那
川
ダ
ム
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
二
Ｉ
木
更
津
市
久
野
遺
跡
ｌ
』
側
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
九

（
媚
）
津
田
芳
男
「
針
ケ
谷
遺
跡
」
『
平
成
七
年
度
千
葉
県
遺
跡
調
査
研
究
発
表
会
発
表
要
旨
』
千
葉
県
文
化
財
法
人
連
絡
協
議
会
・
千
葉
県
教
育
委
員
会
一

（
仰
）
「
文
六
第
六
遺
跡
」
『
上
気
南
地
区
遺
跡
群
Ⅷ
』
伽
干
葉
市
文
化
財
凋
査
協
会
一
九
九
六

（
帽
）
平
山
誠
一
ほ
か
『
砂
田
中
台
遺
跡
』
㈱
山
武
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
四

（
鯛
）
山
口
直
人
『
南
麦
台
遺
跡
」
側
山
武
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
四

（
卵
）
菊
地
健
一
ほ
か
「
中
鹿
子
第
二
遺
跡
」
『
千
葉
中
央
ゴ
ル
フ
場
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
苫
」
側
干
葉
県
文
化
財
調
査
協
会
一
九
九
二

（
副
）
小
林
清
隆
ほ
か
『
大
綱
山
田
台
遺
跡
群
Ⅲ
』
側
山
武
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
六

（
塊
）
福
山
敏
男
ほ
か
『
東
大
寺
法
華
堂
の
研
究
』
一
九
四
八

浅
野
清
『
奈
良
時
代
建
築
の
研
究
』
一
九
六
九

（
銘
）
註
（
帽
）
に
同
じ
。

（
別
）
註
（
理
）
に
同
じ
。

（
弱
）
須
田
勉
・
木
川
浩
司
「
平
安
時
代
初
期
に
お
け
る
民
間
信
仰
ｌ
特
に
上
総
国
東
部
を
中
心
に
ｌ
」
『
日
本
考
古
学
協
会
第
髄
回
総
会
研
究
発
表
要
旨
」

九
九
六国

分
寺
と
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院
（
須
田
）

二

九



（
師
）
木
川
浩
司
ほ
か
毒

（
記
）
小
林
清
隆
ほ
か
宝

（
弱
）
名
本
俊
則
「
大
綱
処

（
帥
）
註
（
銘
）
に
同
じ
。

（
例
）
梅
村
喬
「
「
所
」
の

（
腿
）
註
（
⑲
）
に
同
じ
。

（
例
）
梅
村
喬
「
「
所
」
の

木
川
浩
司
ほ
か
『
小

（
師
）
義
江
彰
夫
「
日
本
に
お
け
る
神
仏
習
合
形
式
の
社
会
史
的
考
察
」
『
中
国
ｌ
社
会
と
文
化
』
第
七
号
一
九
九
二

（
“
）
『
類
聚
三
代
格
」
二
嘉
祥
三
年
八
月
五
日
太
政
官
符

（
的
）
藤
井
一
二
「
荘
園
村
落
の
柵
造
と
共
同
体
」
『
初
期
荘
園
史
の
研
究
』
一
九
八
六

（
、
）
上
総
国
山
辺
部
に
あ
る
南
麦
台
遺
跡
か
ら
は
、
「
下
総
国
千
葉
郡
千
葉
郷
」
と
書
か
れ
た
石
製
紡
錘
車
が
出
土
し
、
人
の
移
動
を
示
す
事
例
と
し
て
確
認

（
“
）
「
大
日
本
古
文
書
』
五
巻

（
“
）
上
総
国
分
寺
創
建
期
の
瓦
窯
は
、
南
河
原
坂
瓦
窯
・
川
焼
瓦
窯
・
神
門
瓦
窯
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
僧
尼
寺
に
供
給
さ
れ
、
完
成
後
は
、
僧

尼
寺
の
そ
れ
ぞ
れ
に
付
設
さ
れ
た
瓦
窯
か
ら
の
供
給
を
受
け
、
独
立
性
が
強
く
な
る
。
こ
こ
で
の
瓦
は
（
図
４
１
３
）
、
僧
寺
の
み
に
供
給
さ
れ
た
瓦
な
の

で
、
金
光
明
寺
家
に
付
属
し
た
造
瓦
所
で
製
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
開
）
『
続
日
本
紀
」
天
平
勝
宝
元
年
七
月
乙
巳
条

（
“
）
「
釈
迦
寺
」
の
墨
書
土
器
を
出
土
し
た
鐘
つ
き
堂
遺
跡
は
、
上
総
国
分
寺
を
遠
望
で
き
る
景
勝
の
地
に
あ
り
、
国
分
寺
の
本
尊
と
結
び
つ
い
た
寺
名
が
使

基
礎
的
考
察
ｌ
正
倉
院
文
普
の
主
に
造
営
所
の
検
討
か
ら
ｌ
」
『
日
本
律
令
制
論
築
上
巻
』
一
九
九
三

日
本
考
古
学
協
会
二
○
○
○

（
弱
）
笹
生
術
は
、
新
林
遺
跡
を
上
総
国
分
寺
に
付
随
し
た
山
林
寺
院
に
想
定
す
る
（
註
調
）
。
そ
の
想
定
は
正
し
い
と
思
う
が
、
そ
の
場
合
、
総
瓦
葺
建
物
の

小
食
土
廃
寺
を
上
総
国
分
寺
に
直
接
付
随
し
た
山
林
寺
院
、
新
林
廃
寺
を
国
分
寺
の
経
営
す
る
農
村
社
会
と
結
び
つ
い
た
山
林
寺
院
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る

わ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

●
つ
。

野
山
田
遺
跡
群
Ｉ
ｌ
針
ケ
谷
遺
跡
ｌ
』
㈱
山
武
郡
市
文
化
セ
ン
タ
ー

小
林
清
隆
ほ
か
『
大
綱
山
田
台
遺
跡
群
Ⅱ
』
㈱
山
武
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
五

名
本
俊
則
「
大
綱
山
田
台
遺
跡
群
Ⅵ
」
㈱
山
武
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
七

二
○
○
○

三

○



引
用
図

図
ｌ

図
２

図
３

図
４

図
５

図
６

図
７

図
８

図
９

図
川

（
汀
）
註
（
犯
）
に
同
じ
。

（
泡
）
山
路
直
充
「
国
分
寺
に
お
け
る
寺
院
地
と
伽
藍
地
（
上
）
」
『
古
代
』
第
二
○
号
二
○
○
一

（
沼
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
別
）
吉
田
一
彦
『
日
本
古
代
社
会
と
仏
教
』
一
九
九
五

に
同
じ
。

で
・
き
る
０

国
分
寺
と
山
林
寺
院
・
村
落
寺
院
（
須
田
）

註
（
皿
）
文
献
よ
り
引
用

註
（
皿
）
文
献
よ
り
改
図
引
用

註
（
吃
）
文
献
よ
り
改
図
引
用

註
（
鋤
）
文
献
よ
り
改
図
引
用

註
（
妬
）
文
献
よ
り
改
図
引
用

註
（
訂
）
。
（
躯
）
．
（
弘
）
文
献
よ
り
改
図
引
用

註
（
鋤
）
文
献
よ
り
改
図
引
用

註
（
弱
）
文
献
よ
り
改
図
引
用

山
下
亮
介
ほ
か
「
内
野
台
遺
跡
」
『
土
気
南
地
区
遺
跡
群
Ⅵ
』
㈱
千
葉
市
文
化
財
調
査
協
会
一
九
九
四
よ
り
改
図
引
用

註
（
帽
）
文
献
よ
り
改
図
引
用

一
一
一
一

（
本
学
文
学
部
教
授
）



こ
の
「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
に
は
、
田
辺
の
個
人
的
史
料
の
ほ
か
に
、
田
辺
が
関
係
し
た
、
企
画
院
な
ど
の
公
的
書
類
が
含
ま
れ
て
い
る
。

戦
前
・
戦
中
の
こ
の
種
の
原
史
料
は
、
必
ず
し
も
多
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
の
目
録
完
成
を
期
し
て
、

学
文
学
部
の
佐
々
博
雄
が
、
担
当
圭

齊
藤
）
諸
君
の
協
力
に
よ
っ
て
、
昔

院
生
加
藤
雅
明
君
の
協
力
を
得
た
。

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
は
、
国
士
舘
大
学
が
、
田
辺
忠
男
氏
の
遺
族
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
書
籍
（
田
辺
文
庫
）
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
年
四
月
、
本
学
政
治
学
・
経
済
学
研
究
科
の
大
学
院
創
設
に
関
わ
り
、
教
授
と
し
て
就
任
さ
れ
た
田
辺
氏
は
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
二

十
日
の
逝
去
ま
で
、
二
年
間
、
本
学
経
済
学
科
で
講
義
を
担
当
さ
れ
た
。
そ
の
関
係
で
田
辺
氏
の
蔵
書
お
よ
び
関
係
資
料
が
、
大
学
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
度
、
国
士
舘
大
学
中
央
図
書
館
の
新
築
に
と
も
な
い
、
未
整
理
の
田
辺
忠
男
氏
の
関
係
資
料
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
整
理
を
本

学
文
学
部
の
佐
々
博
雄
が
、
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
お
も
に
国
史
学
研
究
会
学
生
（
増
渕
、
松
村
、
安
藤
、
高
橋
、
金
子
、
古
川
、
海
老
原
、

齊
藤
）
諸
君
の
協
力
に
よ
っ
て
、
基
本
整
理
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
本
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
の

（
史
料
紹
介
）

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
（
国
士
舘
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て

は
じ
め
に

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
（
国
士
舘
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
佐
々
）

ｌ
企
画
院
「
国
土
計
画
」
関
連
文
書
を
中
心
と
し
て
Ｉ

佐
々
博
雄

一
一
一
一
一
一



田
辺
忠
男
は
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九
○
）
年
八
月
十
一
日
生
ま
れ
、
本
籍
は
東
京
で
あ
る
。
明
治
四
十
二
（
一
九
○
九
）
年
三
月
私
立
暁
星

中
学
卒
業
、
同
年
九
月
第
一
高
等
学
校
英
法
科
入
学
、
明
治
四
十
五
年
七
月
同
校
卒
業
。
同
年
同
月
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
経
済
学
科
入
学
、

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
五
月
同
大
学
卒
業
。
同
年
同
月
三
井
合
名
会
社
入
社
、
大
正
七
年
九
月
同
社
退
社
。
同
年
同
月
横
浜
護
謨
株
式
会
社
入

社
、
大
正
九
年
三
月
同
社
退
社
。
同
年
四
月
専
修
大
学
講
師
、
大
正
十
二
年
四
月
同
大
学
教
授
。
こ
の
間
、
立
教
大
学
に
お
い
て
も
講
師
を
勤
め

る
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
六
月
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
助
教
授
、
経
済
学
第
五
講
座
を
担
任
。
昭
和
四
年
二
月
か
ら
同
五
年
九
月
ま
で
交

通
政
策
研
究
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ッ
ヘ
留
学
。
昭
和
六
年
三
月
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
教
授
。
昭
和
九
年
九
月
立
教
大
学
教
授
、
同
十

二
年
四
月
同
大
学
経
済
学
部
長
（
昭
和
十
六
年
四
月
ま
で
）
、
そ
の
後
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
ま
で
同
大
学
経
済
学
部
専
任
。
昭
和
十
四

年
二
月
東
京
帝
国
大
学
依
願
免
本
官
。
一
方
、
昭
和
十
六
年
二
月
か
ら
昭
和
十
八
年
三
月
ま
で
、
企
画
院
勅
任
調
査
官
（
第
一
部
付
）
を
歴
任
。

戦
後
は
、
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
二
月
か
ら
同
年
五
月
ま
で
日
本
進
歩
党
政
務
調
査
会
長
。
昭
和
二
十
二
年
五
月
よ
り
昭
和
二
十
三
年

五
月
ま
で
公
職
追
放
。
同
年
七
月
か
ら
民
主
自
由
党
員
。
翌
年
八
月
新
日
本
建
設
青
年
連
盟
書
記
長
就
任
。
こ
の
よ
う
な
、
政
治
活
動
の
ほ
か
、

昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
三
月
二
十
日
に
国
士
舘
大
学
教
授
で
亡
く
な
る
ま
で
、
東
京
信
用
保
証
協
会
理
事
や
中
央
大
学
の
講
師
、
大
分
大

（
１
）

学
・
東
京
農
業
大
学
・
青
山
学
院
大
学
教
授
、
高
崎
経
済
短
期
大
学
学
長
な
ど
を
歴
任
。

著
書
に
は
、
『
労
働
組
合
運
動
」
、
『
経
済
原
論
』
（
二
巻
）
、
『
日
本
経
済
革
新
の
大
綱
』
、
『
日
本
経
済
再
建
の
構
想
』
、
『
共
産
主
義
理
論
の
批

判
』
、
『
労
働
組
合
運
動
の
論
理
』
な
ど
が
あ
る
。

そ
れ
ら
関
係
文
書
の
内
容
お
よ
び
田
辺
忠
男
の
経
歴
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

｜
田
辺
忠
男
経
歴

三

四



「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
の
点
数
は
、
約
三
百
七
十
点
ほ
ど
で
あ
り
、
文
書
の
概
要
は
、
田
辺
の
私
的
文
書
の
ほ
か
は
、
東
京
帝
国
大
学
経
済

学
部
革
新
派
教
授
で
あ
っ
た
田
辺
の
専
門
で
あ
る
経
済
学
に
関
す
る
論
文
・
講
演
原
稿
や
統
制
経
済
な
ど
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
時
期
的
に
は
、

昭
和
十
年
代
の
戦
前
・
戦
中
期
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
か
ら
十
八
年
ま
で
田
辺
が
、
企
画
院
勅
任
調
査
官
を
勤
め

た
関
係
か
ら
、
政
府
の
政
策
立
案
に
関
す
る
極
秘
資
料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
文
書
の
特
徴
で
あ
る
。
た
だ
、
田
辺
も
関
係
し
た

昭
和
十
二
年
の
帝
大
経
済
学
部
の
「
教
授
グ
ル
ー
プ
事
件
」
に
関
す
る
文
書
や
、
昭
和
十
六
年
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
企
画
院
の
高
等
官
が
、

国
体
変
革
な
ど
の
治
安
維
持
法
違
反
の
嫌
疑
で
検
挙
さ
れ
た
「
企
画
院
事
件
」
関
連
の
文
書
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
企
画
院
の
具
体
的
事

業
内
容
や
組
織
な
ど
、
と
く
に
田
辺
が
中
心
と
な
っ
た
「
国
土
計
画
」
を
知
る
上
で
は
貴
重
な
史
料
が
多
い
。

田
辺
が
、
企
画
院
勅
任
調
査
官
に
就
任
し
た
頃
は
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
七
月
に
成
立
し
た
第
二
次
近
衛
内
閣
の
下
で
、
従
来
の
統
制

経
済
の
い
き
づ
ま
り
を
打
開
す
る
た
め
、
戦
時
計
画
経
済
体
制
の
確
立
が
急
が
れ
、
そ
の
「
経
済
新
体
制
」
の
体
制
案
立
案
官
庁
で
あ
る
企
画
院

を
中
心
に
、
軍
部
・
財
界
・
右
翼
・
官
僚
間
の
抗
争
が
激
化
し
、
昭
和
十
六
年
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
企
画
院
調
査
官
、
正
木
千
冬
・
佐
多

忠
隆
・
稲
葉
秀
三
、
ま
た
、
企
画
院
関
係
者
和
田
博
雄
・
勝
問
田
清
一
ら
が
、
治
安
維
持
法
違
反
の
容
疑
で
検
挙
さ
れ
た
「
企
画
院
事
件
」
が
起

こ
っ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
田
辺
は
、
主
に
事
件
後
の
企
画
院
に
お
い
て
「
国
土
計
画
」
推
進
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

に
お
い
て
も
、

を
し
て
い
く
。

田
辺
忠
男
は
、
経
歴
で
も
述
べ
た
よ
う
に
昭
和
十
六
年
か
ら
十
八
年
に
か
け
て
企
画
院
勅
任
調
査
官
を
つ
と
め
た
。
「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」

お
い
て
も
、
企
画
院
関
連
の
文
書
が
そ
の
中
心
で
あ
る
の
で
、
企
画
院
の
官
制
と
事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
な
が
ら
、
関
連
文
書
の
紹
介

三
文
書
の
内
容

二
文
書
の
概
要
と
特
徴

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
（
国
士
舘
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
佐
々
）

五



企
画
院
は
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
七
月
日
中
戦
争
の
勃
発
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
重
要
政
策
や
国
策
の
統
合
組
織
と
し
て
設
け
ら
れ
て

き
た
内
閣
調
査
局
や
企
画
庁
を
さ
ら
に
強
化
す
る
目
的
で
、
企
画
庁
と
資
源
局
を
統
合
設
置
し
た
内
閣
直
属
の
総
合
国
策
企
画
機
関
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
二
年
十
月
一
日
の
閣
議
で
設
置
が
決
定
さ
れ
、
枢
密
院
で
の
審
議
を
経
て
、
十
月
二
十
五
日
勅
令
六
百
五
号
と
し
て
企
画
院
官
制
が
公

布
さ
れ
、
即
日
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
官
制
は
「
第
一
条
企
画
院
ハ
内
閣
総
理
大
臣
ノ
管
理
二
属
シ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
ー
平
戦
時
二
於
ケ
ル

綜
合
国
力
ノ
拡
充
運
用
二
関
シ
案
ヲ
起
草
シ
理
由
ヲ
具
ヘ
テ
内
閣
総
理
大
臣
二
上
申
ス
ル
コ
ト
ニ
各
省
大
臣
ヨ
リ
閣
議
二
提
出
ス
ル
案
件
一
一

シ
テ
平
戦
時
二
於
ケ
ル
綜
合
国
力
ノ
拡
充
運
用
二
関
シ
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ノ
大
綱
ヲ
審
査
シ
意
見
ヲ
具
ヘ
テ
内
閣
総
理
大
臣
ヲ
経
テ
内
閣
二
上
申
ス

ル
コ
ト
」
（
外
務
省
記
録
「
帝
国
官
制
関
係
雑
件
」
外
交
史
料
館
所
蔵
）
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
当
初
、
企
図
さ
れ
て
い
た
よ
り
、
企
画
院
の
各

省
に
対
す
る
主
導
の
権
限
は
低
下
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
ま
た
、
外
務
省
記
録
「
帝
国
官
制
関
係
雑
件
」
第
三
巻
（
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）

の
中
に
、
昭
和
十
二
年
十
月
一
日
付
け
の
「
統
務
院
設
置
要
綱
」
と
い
う
書
類
が
あ
る
。
こ
の
要
綱
は
七
つ
の
条
項
か
ら
な
り
、
企
画
院
官
制
の

素
案
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
条
の
五
項
ま
で
は
、
企
画
院
官
制
の
第
一
条
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
「
統
務
院
設
置
要
綱
」

は
、
上
申
の
直
接
の
対
象
を
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
お
り
、
内
閣
総
理
大
臣
直
結
の
機
関
と
し
て
の
意
識
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
要
綱
の
最
後
に

ペ
ン
に
よ
る
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
お
り
「
内
閣
ヘ
ノ
上
申
権
ヲ
確
保
ス
ル
コ
ト
」
、
「
軍
人
ノ
過
当
ナ
ル
政
治
関
与
ノ
批
難
ヲ
受
ケ
ザ
ル
様
留
意

ス
ル
コ
ト
」
な
ど
の
記
述
が
見
え
、
十
月
一
日
の
閣
議
段
階
で
、
企
画
院
の
権
限
に
つ
い
て
様
々
な
立
場
か
ら
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

そ
の
後
、
昭
和
十
四
、
十
五
年
に
企
画
院
官
制
は
改
正
さ
れ
、
さ
ら
に
、
昭
和
十
六
年
二
月
四
日
に
は
、
官
制
の
中
に
新
た
に
、
第
一
条
五
項

と
し
て
「
国
土
計
画
ノ
設
定
二
関
ス
ル
コ
ト
及
国
土
計
画
上
ノ
必
要
二
依
ル
各
庁
事
務
ノ
統
制
二
関
ス
ル
コ
ト
」
（
外
務
省
記
録
「
帝
国
官
制
関

係
雑
件
」
外
交
史
料
館
所
蔵
）
と
い
う
項
目
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
田
辺
忠
男
が
主
に
尽
力
し
た
「
国
土
計
画
」
と
い
う
言
葉
が
、
は
じ
め

て
法
制
上
の
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
「
国
土
計
画
」
の
主
管
庁
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

推
測
さ
れ
る
。

（
｜
）
企
画
院

一
二
一
ハ



（
ァ
）
国
土
計
画
の
概
要

田
辺
忠
男
関
係
文
書
の
中
で
、
中
心
的
位
置
を
占
め
る
も
の
が
国
土
計
画
関
連
の
書
類
で
あ
る
。
「
国
土
計
画
」
と
は
、
国
土
の
保
全
、
利
用
、

開
発
に
関
す
る
総
合
的
計
画
で
あ
り
、
そ
の
推
進
方
法
は
根
本
的
に
異
な
る
と
は
い
え
、
戦
後
、
国
内
復
興
の
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
各
種
の
国
土

計
画
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
国
土
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
七
月
に
成
立
し
た
第
二
次
近
衛
内
閣
は
、
直
ち
に
、
基
本
国
策
要
綱
を
決
定
し
、
八
月
一
日
大
東
亜
新
秩
序
、
国

（
２
）

防
国
家
の
建
設
方
針
を
発
表
し
た
。
こ
の
中
に
、
「
日
満
支
ヲ
通
ス
ル
綜
合
国
力
ノ
発
展
ヲ
目
標
ト
ス
ル
国
土
開
発
計
画
ノ
確
立
」
と
い
う
一
項

目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
、
国
策
と
し
て
国
が
取
り
上
げ
た
国
土
計
画
の
最
初
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
年
九
月
二
十
四
日
閣
議
決
定
を

も
っ
て
「
国
土
計
画
設
定
要
綱
」
が
定
め
ら
れ
、
国
土
計
画
の
制
度
が
確
立
し
、
計
画
が
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

田
辺
文
書
の
中
に
は
、
「
国
土
計
画
設
定
要
綱
」
（
文
書
番
号
宮
〒
圏
）
や
、
閣
議
決
定
当
日
の
夜
、
当
時
の
企
画
院
総
裁
星
野
直
樹
が
「
国
土

計
画
の
設
定
に
就
い
て
」
（
文
書
番
号
ｓ
〒
圏
）
と
題
し
て
ラ
ジ
オ
放
送
し
た
放
送
原
稿
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
放
送
原
稿
に
よ
り
、
国

土
計
画
の
概
要
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

企
画
院
は
、
昭
和
十
八
年
の
行
政
機
構
改
革
で
、
十
一
月
一
日
に
軍
需
省
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
企
画
院
に
お
け
る
国
土

計
画
の
事
務
は
、
内
務
省
国
土
局
計
画
課
に
引
き
継
が
れ
、
ま
た
、
大
半
の
業
務
は
軍
需
省
総
動
員
局
が
吸
収
し
た
。

（
二
）
国
土
計
画

が
為
、
広
く
満
洲
一

る
の
で
あ
り
ま
す
。

（
前
半
略
）
今
回
設
定
せ
ん
と
す
る
国
土
計
画
の
目
標
は
、
我
肇
国
の
大
理
想
を
達
成
す
る
土
台
と
し
て
の
東
亜
の
新
建
設
を
完
遂
せ
ん

為
、
広
く
満
洲
支
那
蒙
彊
を
も
含
め
、
国
家
百
年
の
将
来
を
考
へ
、
国
土
の
綜
合
的
な
る
利
用
開
発
保
全
計
画
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
に
あ

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
（
国
士
舘
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
佐
々
）

三

七



現
在
御
承
知
の
如
く
我
国
各
地
に
於
き
ま
し
て
、
飛
躍
的
な
生
産
力
拡
充
計
画
が
着
々
と
し
て
行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
が
其
の
進

行
に
つ
れ
て
到
る
所
に
工
場
は
激
増
し
、
之
が
為
に
幾
多
祖
先
伝
来
の
美
田
の
壊
滅
を
見
、
一
方
限
り
な
き
無
秩
序
な
る
人
口
の
都
市
集
中

が
行
は
れ
て
所
謂
都
会
悪
の
源
泉
と
な
る
等
、
筍
も
国
家
の
前
途
に
関
心
を
有
す
る
も
の
と
し
て
は
憂
慮
の
念
に
堪
え
ざ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
即
ち
之
等
の
諸
計
画
に
対
し
て
綜
合
的
検
討
を
加
へ
、
一
定
の
計
画
の
下
に
産
業
経
済
上
は
勿
論
、
国
防
上
に
も
、
国
民
保
健
の
見
地

か
ら
も
、
更
に
文
化
厚
生
の
観
点
か
ら
も
、
適
切
な
る
指
導
統
制
を
加
え
つ
つ
実
現
せ
し
む
る
こ
と
が
今
日
の
急
務
で
あ
り
ま
す
。
此
の
点

を
確
立
せ
む
と
す
る
も
の
実
に
国
土
計
画
策
定
の
根
本
主
旨
な
の
で
あ
り
ま
す
。

又
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
産
業
経
済
界
の
不
均
衡
、
各
種
の
行
き
違
い
の
問
題
も
、
我
国
経
済
建
設
の
基
本
方
式
が
確
定
し
、
綜
合
計

画
が
樹
立
さ
れ
ま
す
な
ら
ば
、
統
制
機
構
の
整
備
と
相
俟
っ
て
、
之
を
充
分
克
服
し
得
る
も
の
と
確
信
致
し
ま
す
。
最
後
に
国
土
計
画
策
定

に
当
っ
て
は
一
方
に
於
て
現
在
の
官
庁
民
間
各
方
面
の
機
構
並
資
料
を
出
来
る
だ
け
活
用
し
計
画
に
対
し
て
充
分
、
科
学
的
検
討
を
加
う
る

と
共
に
、
又
一
方
内
外
各
地
方
の
歴
史
的
社
会
的
事
情
を
考
慮
し
、
各
そ
の
特
性
を
国
策
の
線
に
沿
っ
て
発
揮
せ
し
む
る
心
算
で
あ
り
ま
す
。

国
土
計
画
は
、
そ
の
内
容
か
ら
申
上
げ
ま
す
と
、
日
満
支
三
国
を
通
ず
る
日
満
支
綜
合
国
土
計
画
と
、
之
を
基
準
と
し
、
又
之
が
中
心
た

る
べ
き
我
内
外
地
全
般
を
対
象
と
す
る
中
央
計
画
と
各
単
位
地
域
別
に
設
け
ら
る
べ
き
地
方
計
画
に
対
す
る
基
本
方
針
と
に
分
れ
ま
す
が
、

そ
の
策
定
事
項
と
し
て
は
日
満
支
経
済
配
分
計
画
、
工
鉱
業
の
配
分
計
画
、
農
林
畜
水
産
業
の
配
分
計
画
、
綜
合
的
交
通
計
画
、
綜
合
的
動

力
計
画
、
綜
合
的
治
山
治
水
及
利
水
計
画
、
人
口
の
理
想
的
分
布
計
画
、
文
化
厚
生
施
設
の
配
分
計
画
等
を
挙
げ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

而
し
て
之
等
の
計
画
を
有
機
的
一
体
と
し
て
策
定
し
、
潭
然
た
る
綜
合
計
画
を
樹
立
す
る
こ
と
を
以
て
其
の
目
標
と
し
又
特
徴
と
致
し
て
居

而
し
て
此
計
画
策
定
の
上
は
産
業
、
経
済
、
交
通
、
文
化
等
の
万
般
の
施
設
並
び
に
人
口
の
配
分
は
、
此
の
国
土
計
画
に
従
っ
て
又
之
を

基
調
と
し
て
合
理
的
に
編
成
せ
ら
る
べ
く
、
国
家
諸
般
の
建
設
政
策
は
之
を
基
準
と
し
て
計
画
的
に
、
統
一
的
に
推
し
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば

り
ま
す
。

な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。

三
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以
上
が
、
星
野
企
画
院
総
裁
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
放
送
内
容
に
よ
れ
ば
、
国
土
計
画
は
、
基
本
国
策
要
綱
の
理
念
を
踏
ま
え
、

国
土
の
総
合
的
な
利
用
開
発
保
全
計
画
を
た
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
そ
の
範
囲
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
本
・
満
洲
・
中
国
を
対
象

と
し
た
「
日
満
支
綜
合
国
土
計
画
」
を
基
準
と
し
て
、
大
き
く
日
本
の
内
地
・
外
地
全
般
を
対
象
と
す
る
中
央
計
画
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
区
画

の
下
部
に
策
定
さ
れ
る
地
方
計
画
の
二
つ
に
分
れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
計
画
実
現
の
た
め
の
策
定
事
項
と
し
て
は
、
「
日
満
支
」

経
済
配
分
か
ら
鉱
工
業
、
農
水
畜
産
、
交
通
、
動
力
、
治
山
治
水
、
人
口
分
布
、
文
化
厚
生
施
設
配
分
な
ど
に
い
た
る
ま
で
を
挙
げ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
に
対
し
有
機
的
総
合
的
な
計
画
を
た
て
、
そ
の
諸
計
画
を
総
合
的
に
検
討
し
、
適
切
な
指
導
統
制
を
加
え
る
こ
と
が
、
急
速
な
生

産
拡
充
な
ど
で
お
こ
っ
て
い
る
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
策
で
あ
り
、
国
土
計
画
策
定
の
根
本
主
旨
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
最
後
に
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
官
民
の
協
力
を
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
星
野
企
画
院
総
裁
演
説
の
基
本
と
な
っ
た
も
の
が
「
国
土
計
画
設
定
要
綱
」

で
あ
っ
た
。
早
速
、
そ
の
十
日
後
の
十
月
三
日
に
は
、
日
満
支
に
お
け
る
自
給
自
足
態
勢
の
確
立
を
目
指
し
た
「
日
満
支
経
済
建
設
要
綱
」
（
文

書
番
号
匡
巴
が
閣
議
決
定
さ
れ
基
本
方
針
や
専
門
別
方
針
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
国
土
計
画
設
定
要
綱
」
（
文
書
番
号
昌
宇
圏
）
の
全
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

之
が
為
に
は
必
要
に
応
じ
て
官
民
各
方
面
の
御
協
力
を
遠
慮
な
く
御
願
い
し
資
料
等
も
ど
し
ど
し
拝
借
し
度
い
と
存
じ
ま
す
。

此
の
機
会
に
於
き
ま
し
て
責
任
官
庁
と
し
て
こ
の
歴
史
的
事
業
の
力
強
い
進
展
に
対
し
、
官
民
各
方
面
の
絶
大
な
る
御
協
力
を
切
望
し
て

巳
ま
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

第
一
、
国
土
計
画
設
定
ノ
趣
旨

国
土
計
画
設
定
要
綱

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
（
国
士
舘
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
佐
々
）

昭
和
十
五
年
九
月
二
十
四
日

閣
議
決
定

三

九



第
三
、
策
定
要
領

一
、
国
土
計
画

国
土
計
画

第
二
、
計
画
ノ
種
別

一
、
日
満
支
計
画

計
画
ノ
種
別

目
的
々
二
構
成
シ
、
以

的
推
進
ヲ
図
ラ
ン
ト
ス

肇
国
ノ
理
想
二
基
キ
、
時
勢
ノ
進
運
二
対
処
シ
テ
新
東
亜
建
設
ノ
聖
業
ヲ
完
遂
ス
ル
為
ニ
ハ
、
東
亜
諸
邦
ヲ
対
象
ト
ス
ル
綜
合
的
経
営
計

画
ヲ
樹
立
シ
、
之
ヲ
基
準
ト
シ
テ
国
力
ノ
飛
躍
的
増
強
ヲ
図
ル
ノ
要
緊
切
ナ
ル
モ
ノ
ァ
リ

即
チ
日
満
支
ヲ
通
ズ
ル
国
防
国
家
態
勢
ノ
強
化
ヲ
図
ル
ヲ
目
標
ト
シ
テ
国
土
計
画
ノ
制
ヲ
定
メ
、
地
域
的
ニ
ハ
満
支
ヲ
モ
含
メ
、
時
間
的

ニ
ハ
国
家
百
年
ノ
将
来
ヲ
モ
稽
へ
、
産
業
、
交
通
、
文
化
等
ノ
諸
般
ノ
施
設
及
人
ロ
ノ
配
分
計
画
ヲ
土
地
ト
ノ
関
聯
二
於
テ
綜
合
的
一
一
合

目
的
々
二
構
成
シ
、
以
テ
国
土
ノ
綜
合
的
保
全
利
用
開
発
ノ
計
画
ヲ
樹
立
シ
、
一
貫
セ
ル
指
導
方
針
ノ
下
二
時
局
下
諸
般
ノ
政
策
ノ
統
制

二
、
中
央
計
画

中
央
計
画
ハ
内
外
地
全
般
ヲ
対
象
ト
ス
ル
計
画
ニ
シ
テ
、
日
満
支
計
画
ヲ
基
準
ト
シ
テ
策
定
ヲ
図
ル
モ
ノ
ト
シ
、
内
外
地
各
地
方
ノ
特

性
ヲ
発
揮
セ
シ
メ
国
家
的
見
地
ヨ
リ
ス
ル
国
土
ノ
綜
合
的
利
用
開
発
ノ
計
画
ヲ
樹
立
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

中
央
計
画
ハ
各
庁
所
管
行
政
ノ
基
準
ト
ナ
リ
テ
運
用
セ
ラ
ル
ベ
ク
、
内
地
二
於
ケ
ル
各
単
位
地
域
別
地
方
計
画
及
外
地
二
於
ケ
ル
開
発

計
画
策
定
ノ
基
準
ト
ナ
ル
ノ
外
各
庁
所
管
ノ
事
業
ト
シ
テ
直
接
実
施
セ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

日
満
支
三
国
ヲ
通
ズ
ル
国
土
ノ
綜
合
的
利
用
開
発
ノ
計
画
ニ
シ
テ
其
各
国
ヲ
以
テ
各
単
位
地
域
ト
シ
、
之
二
対
ス
ル
人
卜
施
設
ト
ノ
合

理
的
配
分
方
針
ヲ
策
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

日
満
支
計
画
ハ
関
係
各
国
ノ
行
う
国
土
計
画
的
事
業
策
定
ノ
基
準
タ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
皇
国
二
関
シ
テ
ハ
中
央
計
画
策
定
ノ
基
準

タ
ル
モ
ノ
ト
ス二

関
ス
ル
調
査
、
研
究
、
立
案
ハ
本
計
画
設
定
ノ
趣
旨
二
鑑
ミ
国
家
ノ
綜
合
国
防
カ
ノ
増
強
ヲ
図
ル
ノ
見
地
ヨ
リ
常
二
発

竝
運
用

四
○



六
、
基
礎
調
査
ハ
各

第
四
、
主
要
策
定
事
項

展
的
二
統
一
的
二
之
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス

ニ
、
計
画
立
案
ハ
一
定
ノ
目
標
時
期
ヲ
定
メ
、
日
、
満
、
支
、
南
洋
ヲ
含
ム
東
亜
共
栄
圏
ノ
確
立
ヲ
図
ル
ヲ
目
標
ト
シ
テ
之
ヲ
企
画
ス
ル

三
、
計
画
二
当
リ
テ
ハ
国
土
ノ
愛
護
保
全
ヲ
旨
ト
シ
、
綜
合
的
交
通
計
画
、
綜
合
的
動
力
計
画
卜
有
機
的
関
聯
二
於
テ
産
業
及
人
ロ
ノ
統

制
的
配
分
ヲ
図
ル
’
一
重
点
ヲ
置
キ
、
常
二
防
空
上
ノ
考
慮
ヲ
重
視
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

四
、
経
済
二
関
ス
ル
計
画
二
付
テ
ハ
東
亜
共
栄
圏
内
二
於
ケ
ル
資
源
ノ
開
発
、
保
全
、
酒
養
二
依
ル
必
要
物
資
ノ
確
保
卜
其
適
正
ナ
ル
交

流
配
分
ヲ
図
リ
、
併
セ
テ
国
際
経
済
二
於
ケ
ル
優
位
ノ
獲
得
ニ
努
ム
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

五
、
人
口
一
一
関
ス
ル
計
画
二
付
テ
ハ
人
ロ
ノ
量
的
質
的
増
強
卜
之
ガ
地
域
的
職
能
的
ノ
適
正
ナ
ル
配
分
ヲ
図
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

六
、
基
礎
調
査
ハ
各
庁
ノ
調
査
ヲ
統
合
シ
、
民
間
ノ
協
力
ヲ
得
テ
内
外
ニ
亘
ル
関
係
資
料
ノ
整
備
ヲ
図
ル
モ
ノ
ト
ス

一
、
日
満
支
経
済
配
分

二
、
工
鉱
業
配
分
計
画

日
満
支
経
済
配
分

三
、
農
林
畜
水
産

イ
、
農
業
計
画

ロ
、
林
野
計
画

イ
、
重
化
学
工
業
ノ
業
種
別
配
分
計
画

口
、
軽
工
業
ノ
業
種
別
配
分
計
画

ハ
、
工
業
地
帯
配
分
計
画

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
（
国
士
舘
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
佐
々
）

二
、
鉱
産
資
源
開
発
計
画

、
農
林
畜
水
産
業
配
分
計
画

モ
ノ
ト
ス

計
画

四
一



ハ
、
水
産
計
画

四
、
綜
合
的
交
通
計
画

イ
、
内
外
地
交
通
通
信
整
備
計
画

ロ
、
東
亜
交
通
通
信
整
備
計
画

五
、
綜
合
的
動
力
計
画
（
燃
料
ヲ
含
ム
）

六
、
綜
合
的
治
山
治
水
及
利
水
計
画

七
、
綜
合
的
人
口
配
分
計
画

ィ
、
都
市
配
置
二
関
ス
ル
計
画

ロ
、
職
能
別
人
口
配
分
計
画

ハ
、
地
域
別
人
口
配
分
計
画

二
、
綜
合
的
移
民
計
画

八
、
文
化
厚
生
施
設
ノ
配
分
計
画

九
、
単
位
地
域
別
計
画
ノ
基
本
方
針

第
五
、
事
務
ノ
機
構
竝
其
運
用

一
、
国
土
計
画
ハ
内
閣
総
理
大
臣
ノ
主
管
ト
シ
、
其
事
務
ハ
企
画
院
ヲ
シ
テ
掌
ラ
シ
ム

ニ
、
内
閣
二
官
制
二
依
ル
国
土
計
画
委
員
会
ヲ
設
置
シ
、
国
土
計
画
ノ
策
定
竝
運
用
二
関
ス
ル
諮
問
機
関
タ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト

三
、
各
庁
ハ
国
土
計
画
ノ
策
定
二
参
画
シ
、
其
所
管
二
従
上
、
計
画
ノ
内
容
ダ
ル
事
項
ノ
調
査
、
計
画
、
実
施
ヲ
掌
ル

内
閣
総
理
大
臣
ハ
各
庁
ノ
行
う
事
業
二
付
国
土
計
画
ノ
運
用
上
必
要
ナ
ル
統
轄
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
コ
ト

地
方
計
画
二
付
テ
モ
内
閣
二
於
テ
之
ヲ
統
制
ス

四
一

一



（
イ
）
「
国
土
計
画
設
定
要
綱
」
決
定
ま
で
の
動
向

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
の
中
に
「
綜
合
立
地
計
画
策
定
要
綱
」
（
文
書
番
号
ｇ
〒
ｓ
）
、
「
北
辺
地
域
計
画
策
定
要
綱
（
案
）
」
（
文
書
番
号
ｇ
｝
‐

ｇ
）
な
ど
、
「
綜
合
立
地
計
画
」
と
墨
書
さ
れ
た
封
筒
に
収
め
ら
れ
た
一
連
の
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
大
半
は
、
満
洲
国
の
総
務
庁
企

画
処
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
、
康
徳
七
年
二
月
二
十
六
日
（
一
九
四
○
・
昭
和
十
五
年
）
満
洲
国
国
務
院
会
議
決
定
「
綜
合
立

地
計
画
策
定
要
綱
」
を
見
る
と
、
そ
の
「
第
一
方
針
」
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

国
家
永
遠
の
調
和
的
発
展
を
計
る
と
同
時
に
、
日
満
を
一
体
と
せ
る
綜
合
国
力
発
揮
の
建
前
に
従
い
、
国
防
並
に
資
源
開
発
の
緊
急
要
請

に
基
く
重
要
諸
国
策
の
完
遂
に
資
せ
む
が
為
、
接
壌
地
域
と
の
関
聯
を
考
慮
し
つ
つ
調
査
及
資
料
の
集
成
に
依
り
、
綜
合
立
地
計
画
を
策
定

し
以
て
右
諸
国
策
の
地
域
的
配
備
又
は
空
間
的
規
整
を
行
は
む
と
す

こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
満
洲
国
に
お
い
て
は
、
約
半
年
前
、
日
本
内
地
に
先
駆
け
て
日
満
一
体
の
綜
合
立
地
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
封
筒
に
、
関
東
州
に
お
け
る
市
街
地
農
耕
地
等
の
土
地
利
用
開
発
計
画
に
関
す
る
規
則
で
あ
る
「
関
東
州
州
計
画
令
」

（
一
九
三
八
・
昭
和
十
三
年
）
（
文
書
番
号
ｇ
］
‐
ｇ
）
が
入
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
す
で
に
第
二
次
近
衛
内
閣
発
足
以
前
に
、
企
画
院
な
ど

に
よ
っ
て
資
料
収
集
、
調
査
が
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
内
閣
発
足
と
同
時
に
発
表
さ
れ
た
基
本
国
策
要
綱
の
中
の

「
日
満
支
ヲ
通
ス
ル
綜
合
国
力
ノ
発
展
ヲ
目
標
ト
ス
ル
国
土
開
発
計
画
ノ
確
立
」
へ
の
方
向
は
、
自
然
的
流
れ
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
す
で
に
内
務
省
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
内
務
省
計
画
局
の
翻
訳
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
地
方
計
画
、

四
、
各
庁
二
設
置
セ
ラ
レ
ア
ル
各
種
会
議
、
調
査
会
、
委
員
会
等
ハ
必
要
二
応
ジ
国
土
計
画
委
員
会
卜
密
接
ナ
ル
連
絡
ヲ
保
持
ス
ベ
キ
モ

ノ
ト
シ
、
之
ガ
連
絡
ノ
方
法
二
付
テ
ハ
別
途
考
慮
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

五
、
日
満
支
計
画
二
関
ス
ル
満
支
両
国
ト
ノ
連
絡
ハ
各
関
係
所
管
庁
ヲ
通
ジ
テ
之
ヲ
行
う

六
、
中
央
計
画
ノ
外
地
二
於
ケ
ル
実
施
ハ
一
般
的
二
各
外
地
官
庁
ノ
所
管
ト
シ
拓
務
省
（
関
東
州
二
付
テ
ハ
対
満
事
務
局
）
之
ヲ
統
制
ス

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
（
国
士
舘
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
佐
々
）

四
三



こ
の
よ
う
に
、
昭
和
十
五
年
九
月
二
十
四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
国
土
計
画
設
定
要
綱
」
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
か

ら
の
資
料
の
提
供
や
意
見
の
提
議
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
事
実
、
酒
井
三
郎
『
昭
和
研
究
会
」
（
中
公
文
庫
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
れ
ば
、

近
衛
文
麿
の
政
策
ブ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
昭
和
研
究
会
の
な
か
に
、
昭
和
十
四
年
秋
、
恒
久
的
な
国
土
計
画
設
定
の
た
め
の
国
土
計
画
研
究
会
が
設

け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
研
究
項
目
を
決
め
、
外
部
の
専
門
家
の
話
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
、
と
り
あ
え
ず
の
緊
急
意
見
書
を
ま

と
め
、
政
府
や
関
係
方
面
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
意
見
書
は
昭
和
十
五
年
九
月
二
十
四
日
に
提
出
さ
れ
た
「
国
土
計
画
促
進

に
関
す
る
意
見
書
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
ま
ず
、
日
満
支
ブ
ロ
ッ
ク
の
綜
合
的
計
画
を
前
提
に
、
日
本
の
国
土
計
画
を
中
心
的
に
考

慮
す
る
こ
と
を
根
本
方
針
と
し
て
、
南
方
地
域
ま
で
を
含
ん
で
、
国
内
、
国
外
へ
の
人
口
の
適
正
配
分
、
食
料
自
給
、
産
業
開
発
・
再
編
や
交
通

（
３
）

施
設
の
有
機
的
整
備
な
ど
を
策
定
の
目
標
と
し
、
種
々
の
具
体
的
措
置
や
方
法
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
前
、
昭
和
十
五
年

八
月
二
十
六
日
の
中
央
農
林
協
議
会
理
事
会
に
お
い
て
も
「
国
土
計
画
の
樹
立
実
行
に
関
し
日
満
支
を
通
ず
る
中
枢
機
関
及
び
単
位
別
中
央
機
関

を
設
置
す
る
こ
と
、
右
中
枢
機
関
に
調
査
、
研
究
機
関
を
設
く
る
こ
と
。
国
土
計
画
の
樹
立
実
行
に
関
し
必
要
な
る
法
規
を
整
備
強
化
す
る
こ
と
。

（
４
）

国
土
計
画
の
樹
立
実
行
に
適
合
す
る
や
う
行
政
区
画
を
編
成
替
へ
す
る
こ
と
。
」
な
ど
が
決
定
さ
れ
、
関
係
各
官
庁
に
提
議
さ
れ
て
い
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
「
国
土
計
画
設
定
要
綱
」
決
定
ま
で
の
動
向
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
我
国
の
企
画
院
に
お
け
る
国
土
計
画
は
、

ま
ず
、
内
務
省
計
画
局
な
ど
に
よ
る
、
外
国
の
国
土
計
画
に
関
す
る
諸
事
情
の
調
査
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
諸
資
料
の
翻
訳
な
ど
が
提
供

さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
一
方
、
大
陸
に
お
い
て
は
、
満
洲
国
の
成
立
と
と
も
に
、
満
洲
、
日
本
、
中
国
と
の
総
合
発
展
が
は
か
ら
れ
、
日
本
の

国
土
計
画
に
先
ん
じ
て
「
総
合
立
地
計
画
」
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
、
昭
和
十
四
年
秋
、
昭
和
研
究
会
の
な
か
に
国
土

計
画
研
究
会
が
設
け
ら
れ
、
昭
和
十
五
年
九
月
に
お
け
る
「
国
土
計
画
促
進
に
関
す
る
意
見
書
」
の
提
出
や
中
央
農
林
協
議
会
の
国
土
計
画
樹
立

に
関
す
る
提
議
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
動
き
の
中
か
ら
国
土
計
画
の
具
体
的
内
容
が
設
定
さ
れ
て
来
た
こ
と
が
理
解
で

州
計
画
な
ど
、
昭
和
十
年
代
前
半
の
調
査
資
料
（
文
書
番
ロ
盲
烏
・
底
？
急
？
ｇ
ご
が
田
辺
文
書
の
中
に
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き

ア
（
》
。

四
四



（
ウ
）
田
辺
文
書
と
国
土
計
画

次
に
、
田
辺
文
番
の
な
か
の
国
土
計
画
に
関
す
る
史
料
を
中
心
に
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
田
辺
文
書
の
中
に
、
「
国
土
計
画
ノ
策
定
二
関
ス
ル
書

類
（
こ
（
一
般
）
」
と
墨
書
さ
れ
秘
印
が
押
さ
れ
た
封
筒
が
あ
る
（
文
書
番
号
三
二
。
こ
の
封
筒
に
収
め
ら
れ
て
い
る
書
類
は
、
国
土
計
画
に
関

す
る
重
要
な
も
の
が
多
い
の
で
順
次
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

「
国
土
計
画
ノ
策
定
二
関
ス
ル
書
類
（
一
）
（
一
般
）
」

ｏ
「
国
土
計
画
事
務
組
織
表
」
（
文
書
番
号
Ｃ
匡
‐
ｇ
）
こ
れ
は
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
二
月
七
日
付
け
の
国
土
計
画
事
務
組
織
を
図
表

に
し
た
も
の
で
、
①
。
②
の
組
織
表
が
書
か
れ
て
い
る
所
か
ら
組
織
案
と
考
え
ら
れ
る
。
①
案
で
は
、
企
画
院
第
一
部
長
（
勅
任
調
査

官
）
の
下
に
Ａ
書
記
官
（
総
務
）
、
Ｂ
書
記
官
（
調
査
）
が
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
記
官
の
下
に
共
通
の
調
査
官
や
事
務
官
、
技
手
、

嘱
託
、
雇
員
が
置
か
れ
た
組
織
と
な
っ
て
い
る
。
②
案
で
は
、
勅
任
調
査
官
の
下
に
事
務
関
係
書
記
官
と
調
査
関
係
書
記
官
が
置
か
れ
、

事
務
関
係
書
記
官
の
下
に
事
務
官
、
調
査
関
係
書
記
官
の
下
に
調
査
官
、
事
務
官
、
技
手
が
置
か
れ
た
組
織
に
な
っ
て
い
る
。
田
辺
の
位

置
は
、
こ
れ
ら
組
織
の
中
心
で
あ
る
勅
任
調
査
官
で
あ
っ
た
。

。
「
国
土
計
画
設
定
準
備
主
任
官
並
関
係
官
名
簿
」
（
文
書
番
号
三
〒
ご
）
こ
の
名
簿
は
、
昭
和
十
六
年
三
月
二
十
日
の
日
付
の
も
の
で
、

諸
官
庁
の
役
人
九
十
八
名
の
名
前
が
記
戦
さ
れ
て
い
る
。
記
載
さ
れ
て
い
る
官
庁
と
そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
を
挙
げ
て
見
る
と
、
内
閣
統
計
局

一
名
、
内
閣
東
北
局
二
名
、
対
満
事
務
局
六
名
、
興
亜
院
六
名
、
外
務
省
三
名
、
内
務
省
六
名
、
大
蔵
省
四
名
、
陸
軍
省
五
名
、
海
軍
省

三
名
、
司
法
省
三
名
、
文
部
省
三
名
、
農
林
省
五
名
、
商
工
省
七
名
、
逓
信
省
六
名
、
鉄
道
省
四
名
、
拓
務
省
三
名
、
厚
生
省
五
名
、
企

画
院
二
十
六
名
で
あ
っ
た
。
企
画
院
か
ら
は
文
書
課
を
は
じ
め
、
第
一
部
か
ら
六
部
ま
で
と
科
学
部
が
参
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
田
辺
は

き
た
こ
と
と
思
う
。
し
か
し
、
主
に
国
土
計
画
設
定
と
そ
の
策
定
が
、
具
体
的
に
動
き
出
す
の
は
、
翌
昭
和
十
六
年
に
企
画
院
官
制
が
改
正
さ
れ
、

事
務
機
構
が
整
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
（
国
士
舘
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
佐
々
）

四
五



企
画
院
第
一
部
に
所
属
し
て
い
た
。

Ｏ
「
国
土
計
画
概
説
」
（
文
書
番
号
・
崖
１
日
）
こ
れ
は
企
画
院
で
最
初
か
ら
国
土
計
画
の
準
備
に
あ
た
っ
た
小
貫
弘
書
記
官
が
、
国
土
計
画

を
総
合
的
視
点
で
著
し
た
昭
和
十
六
年
三
月
三
十
日
付
、
十
九
頁
の
印
刷
物
で
あ
る
。
そ
の
目
次
は
、
一
、
国
土
計
画
の
意
義
二
、
国

土
計
画
の
緊
要
性
三
、
国
土
計
画
設
定
の
趣
旨
四
、
国
土
計
画
の
指
導
精
神
五
、
日
満
支
計
画
と
中
央
計
画
六
、
国
土
計
画
の

策
定
七
、
国
土
計
画
の
事
務
機
構
八
、
国
土
計
画
は
可
能
な
り
や
（
諸
外
国
の
例
）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
国
土
計
画
事
業
へ
の
実

現
と
協
力
を
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｏ
「
国
土
計
画
準
備
打
合
会
一
一
於
ケ
ル
第
一
部
長
挨
拶
並
説
明
要
旨
（
案
）
」
（
文
書
番
号
臼
〒
扇
）
こ
の
小
綴
り
は
、
昭
和
十
六
年
六
月
二

十
一
日
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
ま
ず
企
画
院
第
一
部
長
の
挨
拶
と
会
議
の
趣
旨
か
ら
始
ま
り
、
次
に
国
土
計
画
の
意
義
、
目
標
、
性
質
、

国
土
計
画
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
概
略
を
説
明
し
、
国
土
計
画
設
定
の
調
査
研
究
の
方
法
に
触
れ
、
各
庁
の
企
画
院
へ
の
調
査
資
料
提

出
の
協
力
を
依
頼
し
た
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
挨
拶
と
会
議
の
趣
旨
の
部
分
に
よ
れ
ば
、
国
土
計
画
の
具
体
的
進
行
方
法
と

し
て
、
本
格
的
国
土
計
画
を
策
定
す
る
調
査
研
究
部
分
と
応
急
的
措
置
の
施
策
部
分
の
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
並
行
的
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
者
の
応
急
的
措
置
と
し
て
、
ま
ず
は
、
工
場
の
過
度
集
中
抑
制
に
関
す
る
暫
定
措
置
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
前
者
に
つ
い
て
も
具
体
的
調
査
事
項
を
作
成
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
昭
和
十
六
年
六
月
頃
に
は
、
本

格
的
な
国
土
計
画
の
作
業
が
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
早
速
、
同
年
七
月
十
九
日
に
は
、
国
土
計
画
設
定
の
た
め
の
調
査
に
関
す
る
東
亜

研
究
所
と
の
第
一
回
打
ち
合
わ
せ
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
（
文
書
番
号
っ
屋
‐
ｇ
）

ｏ
「
工
場
統
制
地
域
設
定
二
必
要
ナ
ル
研
究
事
項
（
案
）
」
（
文
書
番
号
白
〒
宝
）
こ
れ
は
、
昭
和
十
六
年
二
月
二
十
一
日
の
日
付
で
、
企
画

院
が
、
国
土
計
画
の
応
急
的
措
置
で
あ
る
工
場
統
制
に
関
し
て
検
討
し
た
最
初
の
書
類
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
三
月
二
十
九
日
付
け

で
「
工
場
統
制
地
域
設
定
二
必
要
ナ
ル
研
究
事
項
」
（
文
書
番
号
白
〒
Ｓ
）
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
企
画
院
か
ら
対
満
事
務
局
次

長
・
興
亜
院
総
務
長
官
・
各
省
次
官
へ
宛
て
た
．
定
地
域
二
於
ケ
ル
エ
場
ノ
過
度
集
中
抑
制
二
関
ス
ル
暫
定
措
置
二
付
意
見
照
会
ノ

四
六



さ
て
、
次
に
「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
に
含
ま
れ
る
、
そ
の
他
の
国
土
計
画
関
係
の
重
要
と
思
わ
れ
る
史
料
を
紹
介
す
る
。

。
「
国
土
計
画
本
格
的
設
定
方
法
ニ
ッ
イ
テ
」
（
文
書
番
号
白
？
三
等
三
ｅ
こ
れ
は
、
企
画
院
第
一
部
第
三
課
が
作
成
し
た
三
分
冊
か
ら

な
る
国
土
計
画
の
本
格
的
策
定
に
つ
い
て
の
印
刷
物
で
あ
る
。
第
三
課
の
業
務
は
、
確
実
な
調
査
に
基
づ
く
、
国
土
計
画
の
恒
久
的
、
本

格
的
策
定
を
業
務
と
し
て
お
り
、
同
名
の
田
辺
の
論
文
校
正
原
稿
（
文
書
番
号
届
巴
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
前
記
の
三
分
冊
も
田
辺
の

手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
田
辺
は
、
各
地
で
国
土
計
画
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
講
演
に
関
す
る
出
張
日
程
表

や
講
演
原
稿
が
散
見
さ
れ
る
（
文
書
番
号
｝
ｓ
・
ｇ
令
９
？
ｇ
乎
置
令
呂
一
と
塁
‐
富
・
置
・
ｇ
）
。

ｏ
「
国
土
計
画
法
案
要
綱
試
案
」
（
文
書
番
号
臼
④
こ
れ
は
、
昭
和
十
六
年
六
月
二
十
日
国
土
計
画
に
対
す
る
法
制
を
整
備
す
る
目
的
で
作

成
さ
れ
た
「
国
土
計
画
法
」
の
要
綱
試
案
で
あ
る
。
人
口
配
分
や
土
地
収
用
、
そ
の
予
算
な
ど
に
つ
い
て
二
十
九
の
条
項
が
つ
く
ら
れ
て

件
」
（
文
書
番
号
白
〒
望
）
な
ど
の
応
急
措
置
と
し
て
の
工
場
過
度
集
中
抑
制
に
関
す
る
暫
定
措
置
関
連
の
書
類
が
、
こ
の
他
数
点
見
ら

れ
る
（
文
書
番
号
ｓ
〒
ｓ
・
韻
・
農
・
弓
・
路
・
忠
。
ｇ
）
。

ｏ
「
週
報
」
（
二
○
七
号
、
昭
和
十
五
年
十
月
二
日
発
行
、
内
閣
情
報
部
編
）
（
文
書
番
号
白
］
‐
届
）
こ
の
雑
誌
は
、
内
閣
情
報
部
編
集
、
内

閣
印
刷
局
発
行
の
一
部
五
銭
の
Ｐ
Ｒ
雑
誌
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
に
企
画
院
の
Ｐ
Ｒ
記
事
と
し
て
「
国
土
計
画
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
目
で
、

国
土
計
画
の
意
味
や
必
要
性
、
計
画
の
立
て
方
、
国
土
計
画
の
種
類
（
日
満
支
計
画
、
中
央
計
画
）
、
事
務
機
構
な
ど
に
つ
い
て
説
明
記

事
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
後
に
「
国
土
計
画
設
定
要
綱
」
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
同
封
の
書
類
に
は
、
先
に
述
べ
た
星
野

企
画
院
総
裁
の
放
送
原
稿
と
は
別
に
、
彼
の
談
話
要
旨
「
国
土
計
画
ノ
設
定
二
付
テ
」
（
文
書
番
号
っ
匡
‐
ｇ
）
や
国
土
計
画
設
定
要
綱
の

説
明
原
稿
「
国
土
計
画
に
つ
い
て
」
（
文
書
番
号
三
〒
圏
）
、
放
送
ニ
ュ
ー
ス
解
説
「
国
土
計
画
の
意
義
内
容
」
（
文
書
番
号
白
宇
隠
）
、
そ

れ
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
国
土
計
画
設
定
要
綱
」
（
文
書
番
号
白
〒
闇
）
な
ど
が
あ
り
、
何
れ
も
国
土
計
画
を
理
解
す
る
上
で
は
重
要
な

史
料
で
あ
る
。

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
（
国
士
舘
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
佐
々
）

四
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ｏ
「
北
支
、
蒙
彊
国
土
計
画
基
本
要
綱
案
」
（
文
書
番
号
ｇ
甲
ｇ
）
こ
の
要
綱
案
は
昭
和
十
五
年
十
一
月
に
興
亜
院
華
北
連
絡
部
が
作
成
し

た
も
の
で
、
計
画
の
対
象
地
域
は
「
新
黄
河
以
北
、
期
間
ハ
三
十
ヵ
年
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
緒
言
に
お
い
て
「
本
国
土
計
画
基

本
要
綱
案
ハ
企
画
院
二
於
テ
設
定
セ
ラ
ル
ル
日
満
支
国
土
計
画
ノ
中
北
支
蒙
彊
二
関
ス
ル
部
分
ノ
基
本
方
針
及
将
来
ノ
目
標
二
関
ス
ル
資

料
ヲ
提
供
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
二
基
キ
更
二
企
画
院
所
定
ノ
期
間
計
画
ヲ
策
定
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
日
満
支
国
土
計
画
の
一
環

を
な
す
も
の
で
あ
る
事
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
基
本
方
針
の
中
で
、
北
支
、
蒙
彊
が
満
洲
と
共
に
対
ソ
防
衛
の
第
一
線
で
あ
り
、

東
亜
共
栄
圏
の
中
核
で
あ
る
の
で
、
急
速
な
軍
需
関
係
の
生
産
施
設
と
交
通
通
信
機
関
の
整
備
、
そ
れ
に
資
源
開
発
の
必
要
性
が
あ
る
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
工
鉱
業
配
分
計
画
か
ら
文
化
厚
生
施
設
配
分
計
画
ま
で
七
つ
の
項
目
を
掲
げ
、
具
体
的
数
字
を
挙
げ
て
計
画
を
述

べ
て
い
る
。
田
辺
文
書
の
中
に
は
、
こ
の
他
、
「
北
支
、
蒙
彊
」
に
関
す
る
書
類
が
、
数
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
同
じ
興
亜
院
華
北
連
絡

部
が
作
成
し
た
「
北
支
国
土
計
画
資
料
」
（
一
）
～
（
七
）
、
工
鉱
・
農
畜
林
水
産
・
交
通
・
電
力
・
理
水
・
人
口
計
画
・
文
化
厚
生
関
係
資

料
な
ど
も
そ
の
一
群
で
あ
る
（
文
書
番
ｇ
平
日
～
Ｓ
）
。

○
「
朝
鮮
二
於
ケ
ル
国
土
計
画
調
査
要
綱
（
案
）
」
（
文
書
番
号
ｇ
ｅ
こ
れ
は
、
朝
鮮
国
土
計
画
委
員
会
幹
事
企
画
部
が
昭
和
十
六
年
七
月

に
作
成
し
た
朝
鮮
に
お
け
る
国
土
計
画
・
基
本
理
念
に
関
す
る
要
綱
案
で
あ
る
。
こ
の
他
、
「
朝
鮮
国
土
計
画
」
（
文
書
番
号
ｇ
巴
と
い

う
ノ
ー
ト
四
枚
ほ
ど
の
断
片
が
あ
る
。

ｏ
「
人
口
問
題
と
国
土
計
画
」
（
文
書
番
号
。
巴
‐
ｓ
～
虞
）
こ
れ
は
、
表
題
の
封
筒
の
中
に
、
国
土
計
画
に
関
連
す
る
人
口
問
題
に
つ
い
て

の
書
類
が
収
め
ら
れ
た
も
の
で
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回
人
口
問
題
全
国
協
議
会
関
係
書
類
（
ｓ
・
ｇ
。
Ｅ
）
や
人

口
国
策
委
員
会
国
土
計
画
分
科
会
参
加
者
名
簿
な
ど
が
あ
る
。

ｏ
「
地
方
計
画
関
係
書
類
」
（
文
書
番
号
忌
中
臼
～
ｓ
）
こ
れ
は
、
中
央
計
画
に
対
し
て
地
域
単
位
別
の
地
方
計
画
に
関
連
す
る
書
類
を
表

題
の
封
筒
に
収
め
た
も
の
で
、
「
八
代
港
平
面
図
」
（
ｓ
）
、
「
大
東
亜
建
設
と
八
郎
潟
」
（
９
）
、
「
長
野
県
本
県
ノ
治
水
計
画
卜
財
源
」

い
る
○

四
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（
三
）
そ
の
他
の
文
書

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
に
は
、
い
く
つ
か
の
意
見
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
企
画
院
書
記
官
第
一
部
第
三
課
長
村
山
道
雄
が
、
昭

和
十
六
年
九
月
十
一
日
付
け
で
出
し
た
「
我
国
ノ
異
民
族
政
策
特
二
内
鮮
一
体
化
政
策
二
付
テ
」
（
文
書
番
号
扇
巴
と
い
う
意
見
書
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
皇
民
化
政
策
全
般
の
視
点
か
ら
、
朝
鮮
民
族
の
人
心
把
握
を
目
的
と
し
た
、
よ
り
積
極
的
な
同
化
政
策
、
「
内
鮮
一
体
」
の
必
要
性
を
訴

え
た
意
見
書
で
あ
る
。
こ
の
村
山
書
記
官
の
意
見
書
は
、
当
時
の
皇
民
化
政
策
や
そ
れ
に
対
す
る
企
画
院
の
姿
勢
を
知
る
上
で
興
味
の
あ
る
史
料

で
あ
る
の
で
、
そ
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
。

村
山
は
、
意
見
書
の
序
文
に
お
い
て
、
こ
の
意
見
書
を
作
成
し
た
理
由
を
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
朝
鮮
で
は
皇
民
化
運
動
が
進
行

中
で
、
前
年
の
昭
和
十
五
年
に
は
創
氏
改
名
が
行
わ
れ
、
朝
鮮
人
と
日
本
人
の
区
分
が
撤
廃
さ
れ
、
昭
和
十
七
年
に
は
学
齢
児
童
の
六
割
が
小
学

校
に
就
学
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
化
一
体
化
政
策
が
具
現
化
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
日
本
国
内
で
は
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
の

Ｏ
「
大
東
亜
共
栄
圏
現
状
調
査
二
関
ス
ル
件
」
（
文
書
番
号
易
ｅ
こ
れ
は
、
大
東
亜
共
栄
圏
全
域
に
つ
い
て
の
国
土
計
画
の
大
綱
、
基
本
方

策
を
策
定
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
の
調
査
事
項
に
関
す
る
書
類
で
あ
る
。
作
成
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
基
礎
調
査
で
あ
る
こ
と
、
調

査
に
つ
い
て
の
協
議
者
に
企
画
院
第
一
部
田
辺
調
査
官
の
名
前
が
載
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
昭
和
十
六
年
の
書
類
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

協
議
機
関
は
、
企
画
院
、
興
亜
院
、
対
満
事
務
局
、
満
鉄
調
査
部
、
東
亜
研
究
所
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
書
類
で
は
、
調
査
対
象
で

あ
る
大
東
亜
共
栄
圏
地
域
と
し
て
、
「
日
本
、
満
洲
、
支
那
、
仏
印
、
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
英
領
馬
來
、
蘭
印
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
香
港
、

英
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
濠
洲
、
印
度
」
を
挙
げ
て
い
る
。

以
上
、
国
土
計
画
関
係
の
史
料
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
が
、
次
に
、
そ
の
他
の
史
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

（
Ｅ
）
、
な
ど
、

こ
ろ
で
あ
る
。

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
（
国
士
舘
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
佐
々
）

地
方
関
連
の
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
第
二
次
大
戦
後
、
実
施
さ
れ
た
事
業
に
関
係
あ
る
も
の
ば
か
り
で
興
味
深
い
と

四
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通
婚
は
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
、
朝
鮮
人
の
内
地
移
住
は
阻
止
す
べ
き
で
あ
る
、
朝
鮮
人
に
米
を
食
べ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
な
ど
、
朝
鮮
と
の
一
体

化
政
策
を
阻
害
す
る
状
況
が
生
じ
て
き
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
満
洲
、
中
国
に
対
す
る
政
策
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。

そ
こ
で
国
論
の
統
一
が
必
要
で
あ
り
、
意
見
書
を
草
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
、
そ
の
執
筆
の
動
機
が
、
「
内
鮮
一
体
化
」
を
阻
害
す
る
国
内
の
差
別

意
識
を
警
戒
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

意
見
書
の
内
容
は
、
第
一
に
「
異
民
族
政
策
ヲ
論
ズ
ル
’
一
當
リ
特
二
注
意
ス
ベ
キ
諸
点
」
を
挙
げ
、
異
民
族
政
策
の
確
立
と
、
そ
の
根
本
方
針

を
政
府
と
国
民
が
理
解
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
政
策
は
性
急
に
な
ら
ず
、
人
種
的
差
別
を
捨
て
、
政
策
も
民
族
の
特
性
に
適

応
し
た
も
の
が
必
要
で
、
外
国
の
植
民
地
政
策
を
無
批
判
に
模
倣
す
る
よ
う
な
態
度
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
て
い
る
。

（
５
）

第
二
に
「
我
国
ノ
異
民
族
政
策
ノ
根
本
方
針
」
と
し
て
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
八
月
の
『
朝
鮮
総
督
府
官
制
改
革
二
関
ス
ル
詔
書
』
の
中

に
あ
る
「
其
ノ
民
衆
ヲ
愛
撫
ス
ル
コ
ト
一
視
同
仁
、
朕
力
臣
民
ト
シ
テ
秋
毫
ノ
差
異
ア
ル
コ
ト
ナ
ク
各
其
ノ
所
ヲ
得
其
ノ
生
二
肌
シ
齊
シ
ク
休
明

ノ
澤
ヲ
享
ケ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
期
セ
リ
」
と
い
う
詔
書
の
文
章
を
挙
げ
て
お
り
、
異
民
族
政
策
の
根
本
方
針
は
「
八
紘
一
宇
ノ
肇
国
ノ
大
精
神
二
基

ク
モ
ノ
デ
ァ
ル
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
満
洲
国
で
は
、
す
で
に
、
漢
・
満
・
蒙
・
日
・
朝
の
、
い
わ
ゆ
る
五
族
協
和
の
国
是
が
定
ま
っ
て
お
り
、

中
国
に
対
し
て
は
、
「
支
那
民
族
ノ
民
族
主
義
的
要
求
ヲ
満
足
セ
シ
メ
ッ
ッ
之
卜
共
同
提
携
シ
テ
東
亜
新
秩
序
ヲ
建
設
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
デ
ァ

ル
・
」
と
、
善
隣
関
係
を
維
持
し
つ
つ
共
同
提
携
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

第
三
に
「
我
国
ノ
異
民
族
政
策
特
二
内
鮮
一
体
化
政
策
ノ
合
目
的
性
」
を
挙
げ
、
ま
ず
東
亜
共
栄
圏
建
設
の
た
め
に
も
、
異
民
族
の
心
の
把
握

と
日
本
へ
の
信
頼
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
に
対
し
て
は
、
徹
底
的
に
独
占
搾
取
せ
よ
、
と
い
う
国
内
意
見
も
あ
る
が
、

「
土
着
資
本
ノ
利
益
ヲ
顧
ミ
ル
コ
ト
ナ
ク
大
陸
ヲ
搾
取
セ
ン
ト
ス
ル
ガ
如
キ
思
想
ヲ
克
服
ス
ル
’
一
非
ザ
レ
バ
我
国
ガ
真
ノ
東
亜
共
栄
圏
ヲ
確
立
シ

テ
其
ノ
指
導
者
タ
ル
コ
ト
ニ
成
功
ス
ル
コ
ト
ハ
不
可
能
デ
ァ
ル
ト
信
ズ
ル
・
」
と
大
陸
へ
の
搾
取
意
見
へ
の
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

朝
鮮
人
と
の
一
体
化
は
、
朝
鮮
の
地
理
的
見
地
か
ら
軍
事
、
政
治
上
、
日
本
の
存
立
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
で
あ
る
述
べ
て
い
る
。

そ
の
「
内
鮮
一
体
化
」
が
可
能
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
四
に
、
「
内
鮮
一
体
化
ノ
可
能
性
」
と
し
て
、
六
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。

五
○



ま
ず
、
①
人
種
的
に
み
て
も
、
歴
史
的
に
み
て
も
極
め
て
近
似
し
た
民
族
で
あ
り
、
桓
武
天
皇
の
母
親
が
、
百
済
聖
明
王
の
五
代
の
孫
で
あ
る
例

を
引
用
し
て
、
一
体
化
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
②
日
本
と
朝
鮮
が
地
理
的
に
近
接
し
て
い
る
。
③
日
本
と
朝
鮮
と
は
、
言
語
的
、
宗
教

的
に
も
似
か
よ
っ
た
文
化
で
あ
り
、
識
字
率
も
決
し
て
低
く
な
い
。
④
台
湾
本
島
人
が
祖
国
中
国
を
持
っ
て
い
る
の
と
違
い
、
朝
鮮
民
族
の
国
家

を
現
在
持
っ
て
い
な
い
。
⑤
世
界
情
勢
が
民
族
自
決
を
困
難
に
す
る
広
域
政
治
、
広
域
経
済
の
方
向
に
あ
り
、
朝
鮮
人
も
こ
の
状
況
を
認
識
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
⑥
最
後
に
、
日
本
人
側
の
民
族
融
合
能
力
が
大
き
な
問
題
に
な
る
が
、
「
新
撰
姓
氏
録
」
中
の
渡
来
人
の
氏
数
や
「
俘
囚
」
、
「
夷

俘
」
な
ど
の
良
民
化
の
歴
史
的
事
例
を
挙
げ
て
、
一
体
化
の
可
能
性
を
述
べ
、
国
民
意
識
醸
成
の
た
め
の
国
民
一
致
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
村
山
書
記
官
の
意
見
と
し
て
、
「
偏
狭
ナ
ル
民
族
的
劣
等
感
又
ハ
猜
疑
心
カ
ラ
、
其
ノ
能
力
二
相
応
ス
ル
社
会
的
地
位
ヲ
与

フ
ル
コ
ト
ヲ
拒
ミ
、
或
ハ
政
治
的
事
情
ヲ
異
ニ
ス
ル
外
国
ノ
政
策
ャ
、
其
ノ
政
策
ノ
便
宜
ノ
為
二
利
用
セ
ラ
レ
タ
理
論
二
拘
ハ
レ
テ
、
民
族
的
差

別
感
ヲ
刺
戟
シ
一
体
化
ノ
方
向
二
反
ス
ル
ガ
如
キ
言
論
ノ
公
ニ
サ
ル
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
非
ザ
ル
コ
ト
ハ
、
甚
ダ
遺
憾
ト
思
ハ
レ
ル
。
」
と
、
最
近
の

朝
鮮
人
に
対
す
る
民
族
差
別
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
最
終
目
的
は
、
「
東
亜
の
盟
主
」
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と

に
置
か
れ
て
い
た
。
第
五
「
内
鮮
一
体
化
ノ
諸
政
策
」
、
第
六
「
内
鮮
一
体
化
二
関
連
ス
ル
諸
問
題
」
、
第
七
「
結
語
」
と
、
「
内
鮮
一
体
化
」
に

つ
い
て
こ
の
後
論
が
続
く
が
、
最
後
に
村
山
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
意
見
書
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
「
民
族
戦
ト
イ
フ
語
ガ
用
ヒ
ラ
レ
ル
ナ

ラ
バ
、
我
々
ハ
朝
鮮
人
二
対
シ
テ
ハ
同
化
二
成
功
ス
ル
コ
ト
ガ
其
ノ
勝
利
デ
ァ
ル
コ
ト
ヲ
明
確
二
認
識
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
。
朝
鮮
人
ヲ
敵
視

シ
愛
蘭
人
ユ
ダ
ヤ
人
タ
ラ
シ
メ
永
ク
我
国
ノ
禍
タ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ガ
民
族
戦
ノ
勝
利
デ
ハ
断
ジ
テ
ナ
イ
ノ
デ
ァ
ル
・
」

以
上
、
企
画
院
書
記
官
村
山
道
雄
の
意
見
書
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、
「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
に
は
、
こ
の
他
、
「
機
関
官
勤
務
録
」
（
文

書
番
号
扇
巴
と
い
う
勤
務
適
用
・
航
海
記
事
・
各
鎮
守
府
油
系
肩
一
覧
表
が
あ
り
、
非
常
に
細
か
い
文
字
で
、
各
軍
艦
の
性
能
成
績
な
ど
が
書

か
れ
た
興
味
あ
る
史
料
も
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
中
国
、
朝
鮮
の
各
都
市
に
関
す
る
書
類
や
地
図
、
絵
葉
書
、
写
真
集
な
ど
、
ま
た
、
田
辺
が
関

わ
っ
た
立
教
大
学
の
ア
ル
バ
ム
（
文
書
番
号
Ｓ
巴
、
日
本
航
空
関
係
の
「
十
年
史
」
（
文
書
番
号
Ｓ
ｃ
、
戦
後
、
書
記
長
を
務
め
た
反
共
団
体

「
新
日
本
建
設
青
年
連
盟
」
（
文
書
番
号
扇
？
扇
巴
の
綱
領
、
趣
意
書
な
ど
が
あ
る
。

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
（
国
士
舘
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
佐
々
）

五
一



「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
に
つ
い
て
、
主
に
企
画
院
に
お
け
る
「
国
土
計
画
」
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、
「
国
土
計
画
」
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

不
十
分
な
が
ら
、
お
お
よ
そ
理
解
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
う
。

そ
こ
で
、
最
後
に
戦
中
か
ら
戦
後
ま
で
の
国
土
計
画
の
流
れ
を
述
べ
て
、
本
稿
全
体
の
ま
と
め
と
し
た
い
。
昭
和
十
五
（
一
九
四
○
）
年
九
月

「
国
土
計
画
設
定
要
綱
」
が
閣
議
決
定
し
、
翌
十
六
年
に
は
、
企
画
院
官
制
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
土
計
画
へ
の
組
織
・
機
構
が
整
い
、

第
一
部
に
第
二
課
、
第
三
課
が
設
置
さ
れ
た
。
第
二
課
は
、
国
土
計
画
の
暫
定
措
置
や
国
土
計
画
の
運
用
に
関
す
る
事
務
。
大
都
市
に
お
け
る
工

業
問
題
、
人
口
問
題
な
ど
当
面
対
応
す
べ
き
応
急
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
第
三
課
は
国
土
計
画
設
定
に
関
す
る
事
務
を
分
掌
し
、
堅
実
な
調
査
研

究
に
よ
る
恒
久
的
、
本
格
的
な
国
土
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
後
、
両
課
と
も
業
務
を
進
め
た
が
、
昭
和
十
八
年
十
月
限
り
で
企
画
院

が
廃
止
と
な
っ
た
の
で
、
企
画
院
に
お
け
る
国
土
計
画
の
事
務
は
内
務
省
が
引
き
継
ぎ
、
国
土
局
計
画
課
で
地
方
計
画
事
務
と
合
同
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
内
務
省
は
、
す
で
に
昭
和
十
一
年
頃
か
ら
工
業
地
域
の
集
中
と
大
都
市
問
題
や
地
方
計
画
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
、
都
市
計
画
課
を

中
心
に
行
っ
て
お
り
、
企
画
院
の
国
土
計
画
と
は
、
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
後
戦
争
状
態
の
悪
化
に
伴
い
、
戦
時
的
、
応
急

（
６
）

的
国
土
計
画
案
が
求
め
ら
れ
、
重
要
工
場
の
疎
開
な
ど
が
計
画
さ
れ
た
が
、
結
局
、
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

内
務
省
国
土
局
は
、
連
合
軍
占
領
行
政
の
中
、
早
速
、
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
七
日
「
国
土
計
画
基
本
方
針
」
を
明
ら
か
に
し
、
戦
後
復
興
の

た
め
の
国
土
計
画
に
執
り
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
作
業
を
経
て
、
「
復
興
国
土
計
画
要
綱
」
を
昭
和
二
十
一
年
六
月
印
刷
し
、

九
月
一
日
に
一
般
に
公
表
し
た
。
終
戦
後
の
国
土
再
建
へ
の
計
画
の
第
一
歩
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
一
年
十
月
十
八
日

の
閣
議
で
国
土
計
画
審
議
会
の
設
置
が
決
め
ら
れ
、
翌
二
十
二
年
三
月
六
日
「
国
土
計
画
審
議
会
官
制
」
が
勅
令
第
七
十
号
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
、

よ
う
や
く
審
議
組
織
が
発
足
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
行
政
の
混
乱
か
ら
活
動
は
停
滞
し
、
昭
和
二
十
三
年
国
土
計
画
審
議
会
は
一
応
幕
を
閉
じ

た
。
ま
た
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
に
は
、
「
地
方
計
画
策
定
基
本
要
綱
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
地
方
計
画
の
部
分
は
昭
和
二
十
三
年
に
内
務
省

お
わ
り
に

五
一
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が
解
体
さ
れ
、
建
設
院
ｌ
建
設
省
に
引
き
継
が
れ
た
。
昭
和
二
十
五
年
五
月
二
十
六
日
に
は
、
国
土
計
画
法
で
あ
る
「
国
土
総
合
開
発
法
」
が

（
毎
Ｊ
）

公
布
さ
れ
、
国
土
計
画
の
法
的
位
置
付
け
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
法
律
な
ど
の
目
的
達
成
の
た
め
に
総
理
府
に
国
土
総
合
開
発
審

議
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
を
中
心
に
全
国
総
合
開
発
計
画
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
に
全
国
総
合
開
発
計
画
（
全
総
）
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
新
全
国
総
合
開
発
計
画
（
新
全
総
）
、
昭
和
五
十
二
年
に
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
三
全
総
）
、

昭
和
六
十
二
年
に
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
四
全
総
）
、
と
続
き
、
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
、
橋
本
内
閣
に
お
い
て
「
皿
世
紀
の
国
土
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
ー
地
域
の
自
立
の
促
進
と
美
し
い
国
土
の
創
造
ｌ
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
五
全
総
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
平
成
の
五
全
総
ま
で
続
く
国
土
開
発
の
系
譜
の
最
初
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
が
、
昭
和
十
五
年
九
月
二

十
四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
国
土
計
画
設
定
要
綱
」
で
あ
り
、
企
画
院
を
中
心
と
し
た
戦
前
・
戦
中
の
国
土
計
画
の
進
行
が
、
戦
後
の
国
土
再

建
の
出
発
点
と
な
る
「
復
興
国
土
計
画
要
綱
」
の
前
提
と
な
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
こ
と
と
思
う
。
日
本
の
戦
後
復
興
の
研
究
は
、
戦
前
の
国

土
計
画
の
研
究
を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
は
、
戦
前
、
戦
中
の
研
究
ば
か
り
で
な
く
、
戦

後
研
究
に
も
大
き
な
意
味
を
も
つ
史
料
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
本
目
録
の
作
成
に
協
力
し
て
く
れ
た
国
士
舘
大
学
国
史
学
研
究
会
の
諸
君
と
、
田
辺
忠
男
の
人
事
資
料
の
収
集
、
調
査
に

ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
本
学
図
書
館
の
渡
辺
美
好
氏
と
田
辺
朋
子
氏
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

註
（
１
）
「
東
京
大
学
侭

平
成
九
年
。
『
す

史
』
平
成
三
年
。

（
２
）
『
内
閣
制
度
宝

『
内
閣
制
度
百

『
東
京
大
学
経

年
史
」
下

済
学
部
五
十
年
史
」
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
一
年
。
『
立
教
経
済
学
研
究
創
刊
五
十
巻
を
記
念
し
て
」
立
教
大
学
経
済
研
究
会
、

必
九
年
。
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
資
料
編
第
一
巻
」
平
成
八
年
。
『
専
修
大
学
百
年
史
』
昭
和
五
十
六
年
。
『
国
士
舘
大
学
政
経
学
部
創
設
三
十
年

「
田
辺
忠
男
関
係
文
書
」
（
国
士
舘
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
佐
々
）

二
三
三
～
二
三
四
頁
。

五
三



（
参
考
文
献
）

・
財
団
法
人
国
土
計
画
協
会
編
『
日
本
の
国
土
総
合
開
発
計
画
」
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
三
十
八
年
。

。
一
井
修
『
東
亜
国
土
計
画
』
東
京
同
文
館
、
昭
和
十
六
年
。

ｏ
酒
井
三
郎
『
昭
和
研
究
会
』
中
公
文
庫
、
平
成
四
年
。

（
３
）
酒
井
三
郎
『
昭
和
研
究
会
』
中
公
文
庫
一
四
八
～
一
五
六
頁
。

（
４
）
一
井
修
『
東
亜
国
土
計
画
』
昭
和
一
六
年
同
文
館
八
○
頁
。

（
５
）
『
公
文
類
聚
』
第
四
十
三
編
、
大
正
八
年
、
第
一
巻
国
立
公
文
書
館
所
蔵

（
６
）
財
団
法
人
国
土
計
画
協
会
編
『
日
本
の
国
土
総
合
開
発
計
画
』
九
～
一
五
頁
。

（
７
）
同
前
一
六
～
三
六
頁
。

五
四

（
本
学
文
学
部
教
授
）



であることがわかる。

シニロウ

これは前稿17ページで論じた、去勢を意味する「鰊」字の古さと櫛造（乘字は

馬車関係の文字である）から、ウマの中では、車牽引用馬が先に去勢されたと推定

できる、とした説を支持する発表である。

また同遺跡についての別の報告（秦始皇陵考古隊「秦始皇陵園KOOO6陪葬坑第

一次発掘簡報」『文物』2002年第3期p､ 27）の中で、馬頭骨9点の中1点につい

て、雌または去勢馬と判定している。これは馬骨から去勢に言及した管見では初の

報告である。

中
国
に
お
け
る
去
勢
の
起
原
（
補
）

へ

川
又
一

なお、前稿をもとにして日本中国考古学会第11回大会(2000年）で口頭発表をおこなった。

これは『中国考古学』第一号(2001年刊、『日本I:|］国考古学会会報』を改称、総第11号、 p@

73～）に「中国における去勢の起原について」として褐il世されている。

「中国文物報』の記事は穴澤1床光氏の教示による。 〔壬午春〕

（本学文学部教授）

六
五
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研究ノート

中国における去勢の起原（補）
中
国
に
お
け
る
去
勢
の
起
原
（
補
）
（
川
又
）

かわ また まさ

川又正
のり

智

本誌第7号(1999年4月）に掲載した「中国における去勢の起原」（以下、前槁

という）の補足をする。

前槁は、中国史上、匡官／直者の活動が有名であるにもかかわらず、その起原と

先秦時代の状況は明確ではなく、また家畜去勢についても同様不明であることから、

ヒトと家畜あわせて去勢の中国における起原と初期の状況をさぐってみたものであ

る。

前槁18ページに、陳西臨産始皇帝陵兵馬備坑出土の馬備が去勢馬であるとの佐原

真氏の説を取り上げた。その後、『秦物質文化史』（王学理編1994 p. 26)で、同

馬桶は全頭去勢馬である、との記述を見た。筆者自身も数体ではあるが、直接同馬

桶を観察し (2000年10月「中国国宝展」於東京国立博物館)、去勢雄馬桶であるこ

とを確認する機会を得た。したがって、すくなくとも、始皇帝のころに、馬の去勢

がおこなわれていたのは確実、ということができる。

その後あたらしい発表があった（始皇陵考古隊「対始皇陵園KOOO6号陪葬坑出

土馬骨的幾点認識」「中国文物報』2001年9月21日号)。これは、現在もつづけられ

ている始皇帝陵周辺部考古学調査のニュース（墳丘本体の調査は未来の考古学者に

ゆだねられているので発掘は実施されていない）で、タイトルどおり、新発掘の馬

骨についてがテーマであるが、銅車馬と兵馬桶の馬についても言及されている。

それによると、兵馬備坑の雄馬の全部が去勢してあるのでは無い、としてさらに、

戦車牽引用の馬は去勢してあり、騎乗用の馬は去勢していない、と推定している。

このニュースには、馬桶胴体下面の図面が初めて発表されていて、たしかに去勢馬

』
、
、
』
、
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四

第
六
条一

一

第
七
条

第
四
条一

一

一
一
一

第
五
条一

一

一
一
一

第
一
条
本
会
は
国
士
館
大
学
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
事
務
局
を
国
士
館
大
学
文
学
部
国
史
学
・
東
洋
史

学
研
究
室
内
に
置
く
。

第
三
条
本
会
は
歴
史
学
を
研
究
し
、
そ
の
啓
発
と
普
及
に
努
め
る

国
士
館
大
学
史
学
会
会
則

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
う
。

研
究
会
・
講
演
会
の
開
催
。

機
関
誌
の
発
行
。

そ
の
他
必
要
な
事
業
。

本
会
の
会
員
は
左
記
の
通
り
と
す
る
。

国
士
館
大
学
国
史
学
・
東
洋
史
学
専
攻
専
任
教
員
。

国
士
館
大
学
文
学
部
国
史
学
・
東
洋
史
学
専
攻
の
学
生
。

国
士
館
大
学
国
史
学
・
東
洋
史
学
専
攻
の
卒
業
生
で
入
会

を
希
望
す
る
者
。

そ
の
他
人
会
を
希
望
し
て
委
員
会
の
承
認
を
得
た
者
。

本
会
に
左
記
の
役
員
を
置
く
。

委
員
若
干
名
（
う
ち
一
名
を
代
表
委
員
と
す
る
）
。

監
査
二
名
。

本
会
の
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
八
条
本
会
の
経
費
は
会
費
・
助
成
金
・
寄
付
金
そ
の
他
を
も
っ

て
あ
て
る
。

第
九
条
本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
の
三
月
三

十
一
日
を
も
っ
て
終
わ
る
。

付
則

一
本
会
則
は
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
も
っ
て
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
細
則
は
別
に
定
め
る
。

三
本
会
則
は
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

印
刷
所

編
集
兼

発
行
人

発
行
所

平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
発
行

國
士
舘
史
學
・
第
十
号

剛
士
舘
大
學
史
學
會

代
表
小
岩
沖
弘
光

〒
腓
姉
東
京
都
世
田
谷
区

世
田
谷
四
‐
二
八
‐
一

國
士
舘
大
學
史
學
會

〒
鵬
岬
東
京
都
江
東
区

森
下
三
‐
一
九
‐
一
五

倉
敷
印
刷
株
式
会
社

六
七



No.10(March2002)

AstudyofSanrintemples, Sonraku templesandKokubunji

temples S[のA,TsI"o加邸

Introductionof theDocumentsownedbyTanabeTadao-

mainlyinthehistoricaldocumentsof"Kokudo-Keikaku(land

planning)''byKikakuin- SASSA,Hiroo

TheBeginningsofCastrationinChina:addition

KAWAMATA,Mnsα〃o”
■

NotesandReports

KOKUSHIKAN-DAIGAKU-SHIGAKU-KAI
4-28-1 SETAGAYA,SETAGAYA-KU

TOKYO154-8515,JAPAN


